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天
慶
観
劄
記

―
宋
代
の
道
観
に
お
け
る
施
設
と
宗
教
活
動

―

酒
井
規
史

は
じ
め
に

道
教
の
宗
教
活
動
を
考
え
る
上
で
、
そ
の
拠
点
と
な
る
道
観
の
研
究
は
必
須
で
あ
る
。
ま
た
、
宋
代
に
お
い
て
、
道
教
に
は
現
在
に

ま
で
至
る
新
し
い
流
れ
が
い
く
つ
か
生
じ
た
が
、
道
観
の
制
度
も
ま
た
確
立
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
道
観
研
究
の
一
環

と
し
て
、
さ
ら
に
は
宋
代
以
降
の
道
観
制
度
を
考
え
る
基
礎
を
築
く
た
め
、
宋
代
の
一
般
的
な
道
観
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

そ
の
際
注
目
す
る
の
は
、
宋
朝
が
全
国
に
設
置
し
た
天
慶
観
で
あ
る
。
宋
朝
公
認
の
道
観
で
あ
っ
た
た
め
、
当
時
の
規
範
的
な
道
教

の
宗
教
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
本
稿
の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
宋
代
の
道
観
に
つ
い
て
は
従
来

も
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
制
度
史
的
な
側
面
が
強
く
、
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る（
１
）。
以
下
、
天
慶
観
に
関
連
す
る
各
種
資
料
を
用

い
て
、
宋
代
の
道
観
の
施
設
、
そ
こ
で
活
動
し
て
い
た
道
士
た
ち
の
職
掌
、
道
観
で
行
わ
れ
て
い
た
宗
教
活
動
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
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て
み
た
い
。

一
、
天
慶
観
の
沿
革
と
制
度

天
慶
観
と
は
、
北
宋
・
真
宗
の
時
代
に
全
国
に
設
置
さ
れ
た
道
観
で
あ
る（
２
）。

以
下
、
そ
の
背
景
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
天
慶

観
の
設
置
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
史
上
有
名
な
「
天
書
」
事
件
で
あ
る（
３
）。

景
徳
四
年
（
一
〇
〇
七
年
）、
真
宗
の
夢
に
「
神

人
」
が
現
れ
、
黄
籙
道
場
（
道
教
の
儀
式
）
を
一
か
月
続
け
れ
ば
吉
祥
の
天
書
を
降
す
と
告
げ
た
。
真
宋
が
そ
の
通
り
に
さ
せ
る
と
、

翌
年
（
一
〇
〇
八
）
一
月
、
実
際
に
天
書
が
降
っ
た
。
真
宗
は
改
元
し
て
年
号
を
大
中
祥
符
と
し
た
。
さ
ら
に
四
月
、
六
月
に
も
天
書

が
降
り
、
十
月
に
は
泰
山
で
封
禅
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
大
中
祥
符
五
年
（
一
〇
一
二
）
に
は
、
真
宗
の
夢
に
再
び
神
人
が
現
れ
、
実
は
玉
皇
上
帝
の
使
い
で
あ
り
、
皇
帝
・
趙
氏

の
始
祖
（
聖
祖
）
で
あ
る
と
告
げ
た
。
そ
こ
で
道
場
を
設
け
る
と
、
聖
祖
が
降
臨
し
た
。
そ
の
後
、
聖
祖
は
趙
玄
朗
と
い
う
名
で
あ
る

と
さ
れ
、
避
諱
の
対
象
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、
聖
祖
を
祭
祀
す
る
た
め
の
玉
清
昭
応
宮
や
景
霊
宮
と
い
っ
た
大
規
模
な
道
観
が
首
都
の

開
封
に
創
建
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
道
教
が
国
家
祭
祀
に
深
く
か
か
わ
る
よ
う
に
な
り
、
中
国
史
上
で
も
最
も
道
教
信

仰
が
高
揚
し
た
時
期
と
評
さ
れ
る（
４
）。

な
お
、
こ
の
天
書
事
件
は
一
般
に
、
澶
淵
の
盟
に
よ
っ
て
失
墜
し
た
宋
朝
の
権
威
を
取
り
戻
す
た
め
、
真
宗
と
王
欽
若
を
中
心
と
す

る
そ
の
取
り
巻
き
が
仕
組
ん
だ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
り
、
唐
朝
の
皇
帝
・
李
氏
一
族
が
老
子
を
始
祖
と
す
る
こ
と
で
権
威
付
け
を
し

た
の
に
習
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
封
禅
や
聖
祖
を
祭
る
儀
礼
の
挙
行
、
大
規
模
な
道
観
の
建
築
な
ど
を
行
う
こ
と
で
民
間
が

潤
う
と
い
う
、
経
済
振
興
の
側
面
が
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る（
５
）。
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そ
し
て
、
大
中
祥
符
二
年
（
一
〇
〇
九
年
）、
国
家
・
国
民
の
幸
福
を
祈
る
場
所
と
し
て
、
全
国
各
地
に
天
慶
観
を
設
け
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
同
年
十
月
十
四
日
に
出
さ
れ
た
真
宗
の
勅
に
よ
る
と
、
天
下
の
州
・
府
・
軍
・
監
・
県
の
官
地
に
天
慶
観
を
設
置
し
、
そ

の
費
用
は
官
費
で
賄
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
民
間
か
ら
土
地
や
資
材
を
喜
捨
す
る
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
そ
れ
も
許
可
し
て

い
た（
６
）。

そ
し
て
、
聖
祖
へ
の
信
仰
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
大
中
祥
符
五
年
（
一
〇
一
二
）、
天
慶
観
に
も
聖
祖
殿
を
作
る
よ
う
に
詔
が

出
た
。
そ
の
結
果
、
天
慶
観
は
宋
朝
の
祖
先
祭
祀
の
場
所
と
し
て
も
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
宋
会
要
輯
稿
』（
礼
五
・
十
八
）
に
は
天
慶
観
に
関
す
る
宋
朝
の
制
度
や
規
定
が
年
代
順
に
記
さ
れ
て
い
る（
７
）。

そ
こ
か
ら
い
く
つ
か
、

本
稿
と
関
係
の
あ
る
も
の
を
箇
条
書
き
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

（
ア
）
大
中
祥
符
六
年
（
一
〇
一
三
）、
神
を
ま
つ
る
神
殿
の
配
置
に
つ
い
て
議
論
が
起
こ
る
。
最
終
的
に
、
三
清
・
玉
皇
・
聖
祖
・

北
極
の
順
番
と
な
る
。
青
詞
（
道
教
の
儀
礼
で
使
わ
れ
る
願
文
）
を
読
み
上
げ
る
順
番
も
こ
の
順
番
と
さ
れ
る
。

（
イ
）
大
中
祥
符
八
年
（
一
〇
一
五
）、
諸
路
・
各
州
の
官
吏
が
祝
日
（
天
書
が
降
っ
た
日
な
ど
）
に
天
慶
観
を
参
拝
す
る
規
定
が
設

け
ら
れ
る
。
官
員
の
交
代
が
あ
っ
た
場
合
も
、
天
慶
観
に
報
告
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。

（
ウ
）
天
禧
元
年
（
一
〇
一
七
）、
天
慶
観
で
祝
日
に
儀
礼
を
行
う
際
は
道
士
の
み
が
昇
殿
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
儀
礼
の
際
に
宋
朝

が
設
置
す
る
供
物
の
ほ
か
に
、
民
間
か
ら
も
供
え
物
を
す
る
の
を
許
可
し
た
。

（
エ
）
天
禧
二
年
（
一
〇
一
八
）、
知
陳
州
の
馮
拯
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
天
慶
観
に
道
録
院
（
道
教
を
管
轄
す
る
役
所
）
の
選
定
に

よ
っ
て
住
持
を
置
く
こ
と
、
ま
た
戸
絶
や
逃
田
（
相
続
者
が
い
な
く
な
っ
た
土
地
、
農
民
が
逃
亡
し
た
土
地
）
を
常
住
（
道
観
の

資
産
）
に
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
ず
、（
ア
）
は
、
天
慶
観
に
設
置
さ
れ
て
い
た
施
設
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
り
、
道
教
の
神
々
の
う
ち
、
三
清
・
玉
皇
・
聖
祖
・
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北
極
を
祭
る
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
イ
）
で
は
、
天
慶
観
は
宋
朝
の
聖
祖
を
祭
祀
す
る
こ
と
か
ら
、
官
人
た
ち
に
も
参
拝

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
国
家
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。（
ウ
）
は
、
天
慶
観
で
祝
日
に
儀
礼
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
し
め
す
。『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
八
十
一
に
よ
れ
ば
、
大
中
祥
符
六
年
、
時
の
宰
相
・
王
欽
若
の
要
請
で
諸
州

の
官
吏
に
、
天
慶
・
先
天
・
降
聖
の
三
大
節
日
（
天
書
が
降
り
た
日
）
に
道
場
を
建
て
る
よ
う
に
さ
せ
た
と
い
う（
８
）。

後
述
す
る
よ
う
に
、

官
人
が
天
慶
観
に
お
け
る
儀
礼
の
青
詞
を
述
作
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
祝
日
に
か
ぎ
ら
ず
非
常
事
態
の
際
に
は
そ
の
解
消
を
祈
る
た

め
の
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
。（
エ
）
は
天
慶
観
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
住
持
の
任
命
、
お
よ
び
資
産
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
天
慶
観
は
宋
朝
の
国
家
祭
祀
・
祖
先
崇
拝
と
強
く
結
び
つ
く
か
た
ち
で
全
国
に
設
置
さ
れ
た
道
観
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
各
地
に
お
け
る
代
表
的
な
道
観
で
あ
る
と
同
時
に
、
規
範
的
な
道
観
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
各

地
の
道
教
を
管
轄
す
る
道
正
司
が
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
基
本
的
に
は
国
家
が
公
認
す
る
範
囲
で
の
宗
教
活
動
が
行
わ
れ
た
は
ず
で

あ
る
。
宋
朝
の
た
め
の
祭
祀
が
行
わ
れ
る
と
い
う
特
殊
な
点
も
あ
る
が
、
宋
代
の
一
般
的
な
道
観
、
お
よ
び
道
教
の
宗
教
活
動
を
見
て

い
く
と
い
う
本
稿
の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
、
蘇
州
の
天
慶
観

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宋
代
に
お
い
て
天
慶
観
は
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
具
体
的
な
事
例
か
ら
天
慶
観
の
概
要
を

つ
か
め
る
よ
う
、
蘇
州
の
天
慶
観
の
沿
革
を
述
べ
て
み
た
い（
９
）。
そ
の
あ
と
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
問
題
を
整
理
し
て
提
示
す
る
こ
と
に

し
よ
う
。

こ
こ
で
蘇
州
の
天
慶
観
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
宋
代
に
お
い
て
江
南
を
代
表
す
る
道
観
で
あ
り
、
天
慶
観
の
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典
型
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
関
連
す
る
資
料
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
そ
の
沿
革
を
追
い
や
す
い
た
め
で
あ
る
。
地
方
志
や

文
人
の
残
し
た
文
章
な
ど
、
本
稿
で
主
に
扱
う
資
料
も
提
示
で
き
よ
う
。
な
お
、
蘇
州
の
天
慶
観
は
元
妙
観
と
名
前
は
変
わ
っ
て
い
る

も
の
の
、
今
も
宋
代
と
同
じ
場
所
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
三
清
殿
は
宋
代
の
遺
風
を
伝
え
る
建
築
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
全

国
重
点
文
物
保
護
単
位
に
指
定
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

宋
代
の
主
だ
っ
た
資
料
に
も
と
づ
い
て
蘇
州
の
天
慶
観
の
沿
革
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
年
数
が
具
体
的
に
わ
か
る

場
合
は
西
暦
も
表
示
し
た
。
ま
た
、
各
項
目
の
典
拠
と
な
っ
た
資
料
に
は
番
号
を
付
し
て
、
最
後
に
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

・
唐
代
に
、
前
身
の
開
元
宮
（
開
元
観
）
が
創
建
さ
れ
る
。（
資
料
①
～
③
）

・
唐
末
・
孫
儒
の
乱
の
際
、
周
囲
が
焼
失
し
た
中
で
三
門
と
正
殿
だ
け
残
る
。（
資
料
①
）

・
北
宋
・
大
中
祥
符
年
間
、
天
慶
観
と
改
名
。（
資
料
①
～
④
）

・
同
皇
祐
年
間
、
三
門
を
重
建
。（
資
料
①
）

・
同
宣
和
年
間
、
徽
宗
の
御
筆
を
賜
り
、
免
税
の
特
権
を
得
る
。（
資
料
④
）

・
南
宋
・
紹
興
年
間
初
頭
、
天
慶
観
の
再
興
が
始
ま
る
。（
資
料
③
）

・
同
紹
興
十
六
年
（
一
一
四
六
）、
郡
守
が
両
廊
を
重
修
（
再
建
）。（
資
料
②
）

・�

同
淳
熙
三
年
（
一
一
七
六
）、
宋
朝
の
支
援
も
得
て
、
天
慶
観
の
施
設
の
更
新
が
始
ま
る
。
郡
守
・
陳
峴
が
三
清
殿
の
重
修
を
担

う
。（
資
料
②
③
）

・
同
淳
熙
六
年
（
一
一
七
九
）、
聖
祖
殿
が
焼
失
。
提
刑
の
趙
伯
驌
が
重
修
を
担
う
。（
資
料
②
）

・
同
淳
熙
八
年
（
一
一
八
一
）、
孝
宗
が
三
清
殿
の
額
を
御
書
。（
資
料
②
）
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・
同
年
、
天
慶
観
に
居
住
し
て
神
異
を
示
し
て
い
た
何
道
人
の
た
め
に
、
通
神
庵
を
創
建
。（
資
料
②
③
）

・
同
時
期
に
天
慶
観
に
赴
任
し
た
道
士
・
李
若
済
と
そ
の
弟
子
た
ち
が
活
躍
。
名
声
を
博
す
。（
資
料
③
）

・
嘉
定
元
年
（
一
二
〇
八
）
か
ら
宝
慶
年
間
に
か
け
て
、
三
清
殿
な
ど
観
内
の
施
設
を
順
次
更
新
。（
資
料
③
）

・
端
平
三
年
（
一
二
三
四
）、
住
持
の
陳
天
一
が
免
税
の
特
権
を
朝
廷
に
再
度
認
め
る
よ
う
に
請
願
。
認
可
さ
れ
る
。（
資
料
④
）

　

※
典
拠
と
な
っ
た
資
料
は
以
下
の
通
り
。

　
　

資
料
①
：
元
豊
七
年
（
一
〇
八
四
）・
朱
長
文
『
呉
郡
図
経
続
記
』
巻
中
「
宮
観（

（1
（

」

　
　

資
料
②
：
紹
定
二
年
（
一
二
二
九
）・
范
成
大
『
呉
郡
志
』
巻
三
十
一
「
宮
観（

（1
（

」

　
　

資
料
③
：
宝
暦
二
年
（
一
二
ニ
六
）・
高
之
問
「
重
修
天
慶
観
記（

（1
（

」

　
　

資
料
④
：
端
平
三
年
（
一
二
三
四
）・「
玄
妙
観
尚
書
省
劄
并
部
符
使
帖（

（1
（

」

蘇
州
の
天
慶
観
は
、
唐
代
に
や
は
り
全
国
に
設
置
さ
れ
て
い
た
開
元
観
を
そ
の
前
身
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
天
慶
観
に
は
よ
く
見
ら

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
湖
州
（
現
在
の
浙
江
省（

（1
（

）、
荊
州
（
現
在
の
湖
北
省（

（1
（

）、
饒
州
（
現
在
の
江
西
省（

（1
（

）
な
ど
の
事
例
が
知
ら
れ
る
。
ま

た
、
唐
代
に
は
唐
朝
の
始
祖
と
さ
れ
た
老
子
を
祭
祀
す
る
廟
が
設
置
さ
れ
、
諸
州
に
置
か
れ
た
も
の
は
紫
極
宮
と
さ
れ
た
が
、
天
慶
観

の
中
に
は
紫
極
宮
を
前
身
と
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
吉
州
（
現
在
の
江
西
省（

（1
（

）、
建
康
（
現
在
の
南
京（

（1
（

）
や
鎮
江（

（2
（

な
ど
の
例
が
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
開
元
観
や
紫
極
宮
は
主
要
な
都
市
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
す
で
に
あ
っ
た
施
設
を
そ
の
ま
ま
転
用
で
き
た
こ
と
が
理

由
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
時
に
宋
朝
や
官
僚
の
支
援
を
得
な
が
ら
、
た
び
た
び
道
観
の
施
設
を
再
建
し
て
い
る
。
天
慶
観
の
み
な
ら
ず
、
宋
代
の
道

観
に
関
す
る
資
料
、
特
に
文
人
の
撰
し
た
「
記
」
に
は
、
道
観
の
施
設
を
再
建
し
た
の
を
記
念
し
て
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
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の
記
録
か
ら
、
三
門
（
山
門
）
や
三
清
殿
な
ど
、
当
時
の
道
観
に
設
置
さ
れ
て
い
た
施
設
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
天
慶
観
を
拠
点
と
し
た
道
士
た
ち
の
動
向
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
之
問
「
重
修
天
慶
観
記
」
に
よ
る
と
、
淳
熙
年
間

（
一
一
七
四
～
一
一
八
九
）、「
左
街
道
録
」「
主
太
一
宮
事
」
李
若
済
が
蘇
州
の
天
慶
観
に
赴
任
し
た
。「
左
街
道
録
」
は
道
教
を
管
轄

す
る
道
官
の
位
、
そ
し
て
「
主
太
一
宮
事
」
は
太
一
宮
の
住
持
で
あ
っ
た
こ
と
を
し
め
す
。
こ
の
太
一
宮
は
、
臨
安
に
あ
っ
た
皇
室
御

用
達
の
道
観
（
御
前
宮
観
と
称
さ
れ
て
い
た
）
の
東
太
一
宮
か
西
太
一
宮
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う（

（2
（

。
つ
ま
り
、
李
若
済
は
か
な
り
有
力

な
道
士
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
李
の
弟
子
の
呂
知
常
も
紫
衣
（
有
徳
の
道
士
に
与
え
ら
れ
る
）
を
賜
り
、
佑
聖
観
・
虚
白
斎
の
高
士
に
な
っ
た
と
い
う
。

佑
聖
観
も
御
前
宮
観
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
高
士
と
は
首
都
・
臨
安
に
招
聘
さ
れ
た
声
望
の
あ
る
道
士
の
こ
と
を
い
う
（
虚
白
斎
は
佑
聖

観
に
あ
っ
た
高
士
の
居
所（

（2
（

）。
ま
た
、
呂
の
弟
子
の
朱
善
仁
も
紫
衣
を
賜
っ
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
李
・
呂
・
朱
と
続
く
法
脈
は
代
々

有
力
な
道
士
と
し
て
活
躍
し
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
の
声
望
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
天
慶
観
が
繁
栄
し
た
と
高
之
問
は
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
天
慶
観
に
関
す
る
資
料
に
は
、
道
士
た
ち
の
役
職
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
道
観
内
部
の
運
営
の
仕
方
を
知
る
手
掛

か
り
に
な
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
天
慶
観
は
宋
代
の
規
範
的
な
道
観
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
一
般
的
な
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
あ
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
、
蘇
州
の
天
慶
観
を
基
軸
と
し
て
、（
一
）
宋
代
の
天
慶
観
に
は
ど
の
よ
う
な
施
設
が
あ
っ
た
の
か
、（
二
）
道
士

た
ち
が
ど
の
よ
う
に
天
慶
観
を
運
営
し
、
さ
ら
に
（
三
）
ど
の
よ
う
な
宗
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
検
討
し
て
み

て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
宋
代
の
標
準
的
な
道
観
の
姿
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
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三
、
天
慶
観
の
施
設

（
一
）
蘇
州
天
慶
観
の
施
設

前
節
で
み
た
蘇
州
の
天
慶
観
に
関
す
る
資
料
か
ら
、
宋
代
の
天
慶
観
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
施
設
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
三
門
（
山
門
）（
前
掲
資
料
①
、
資
料
③
）

・
聖
祖
殿
（
資
料
②
、
資
料
④
）

・
三
清
殿
（
資
料
②
、
資
料
③
、
資
料
④
）

・
真
武
殿
（
資
料
③
）

・
厨
庫
・
齋
堂
・
鐘
楼
・
拱
辰
殿
・
蔵
殿
（
資
料
③
）

・
両
廊
（
資
料
②
）

こ
の
う
ち
、
聖
祖
殿
は
天
慶
観
特
有
の
施
設
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
施
設
に
つ
い
て
は
一
般
的
な
道
観
に
も
設
置
さ
れ
て
い
た

（
も
し
く
は
、
設
置
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
）
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
他
地
域
に
お
け
る
天
慶
観
や
ほ
か
の
道
観
に
つ
い
て

の
資
料
も
参
照
し
な
が
ら
、
宋
代
の
道
観
に
設
置
さ
れ
て
い
た
施
設
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
便
宜
上
、
道
教
の

神
々
を
祭
祀
す
る
施
設
、
そ
れ
以
外
の
施
設
に
分
け
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

（
二
）
神
々
を
祭
祀
す
る
た
め
の
施
設

上
述
の
通
り
、『
宋
会
要
輯
稿
』
に
見
え
る
天
慶
観
の
規
定
に
よ
れ
ば
、「
三
清
・
玉
皇
・
聖
祖
・
北
極
」
を
祭
祀
す
る
施
設
が
設
け
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ら
れ
て
い
た
。
現
存
す
る
宋
代
の
資
料
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
う
ち
三
清
と
聖
祖
を
祭
祀
す
る
三
清
殿
と
聖
祖
殿
の
記
述
が
多
い
。

お
そ
ら
く
、
こ
の
二
つ
は
多
く
の
天
慶
観
で
設
置
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
聖
祖
殿
は
特
殊
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
神
々
に
つ

い
て
は
、
宋
代
の
道
教
で
尊
崇
さ
れ
て
い
た
神
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
各
種
資
料
の
記
述
を
も
と
に
、
天
慶
観
で
祭
祀
さ
れ

て
い
た
神
々
と
そ
の
祭
祀
施
設
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

三
清
と
は
道
教
の
最
高
神
で
あ
る
、
元
始
天
尊
・
太
上
道
君
・
太
上
老
君
を
さ
す（

（2
（

。
ま
た
、『
宋
会
要
輯
稿
』
で
も
一
番
上
位
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
宋
代
に
お
い
て
も
三
清
が
最
上
位
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
上
述
し
た
蘇
州
の
天
慶
観
も
紹
興
年
間

に
三
清
殿
が
建
造
さ
れ
て
お
り
、
淳
熙
年
間
に
は
朝
廷
か
ら
資
金
提
供
を
受
け
、
修
復
を
し
て
い
る
（
資
料
③
）。
な
お
、
蘇
州
の
天

慶
観
の
後
身
で
あ
る
玄
妙
観
の
三
清
殿
に
は
、
現
在
も
巨
大
な
三
清
の
像
が
鎮
座
し
て
お
り
、
宋
代
の
遺
風
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、

福
建
省
の
莆
田
市
に
は
北
宋
の
天
慶
観
の
建
築
が
一
部
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
三
清
殿
の
遺
構
で
あ
り
、
中
国
政
府
か
ら
全
国
重

点
文
物
保
護
単
位
に
指
定
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

以
下
、
天
慶
観
に
お
け
る
三
清
殿
の
記
事
を
い
く
つ
か
見
て
み
よ
う
。
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
に
記
さ
れ
た
「
広
東
重
修
天
慶
観

記
」
に
は
、
広
州
の
天
慶
観
に
三
清
殿
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る（

（2
（

。
そ
し
て
、
洪
邁
（
一
一
二
三
～
一
二
〇
二
）
の
「
修
天
慶
観
三

清
殿
記
」（
年
代
不
明
）
に
は
、
広
州
の
天
慶
観
の
規
模
が
小
さ
く
、
三
清
殿
も
狭
か
っ
た
た
め
、
官
人
の
陸
公
渙
の
発
案
に
よ
り
建

て
直
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）
の
劉
弇
「
吉
州
新
修
天
慶
観
三
清
殿
記
」
に
は
、
道
士
の
金
希
白
が
寄
進
を
募
り
、
一
度
焼
失
し
た
三
清

殿
を
再
建
し
た
時
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
完
成
し
た
三
清
殿
は
「
五
楹
」「
高
さ
五
十
尺
」
と
あ
り
、
大
規
模
な
建
築
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
に
先
ん
じ
て
付
近
の
隆
慶
禅
院
が
多
額
の
寄
進
を
集
め
て
お
り
、
そ
れ
に
対
抗
し
て
金
が
寄
進
を
募
り
建
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築
の
規
模
を
大
き
く
し
た
と
い
う
。
仏
教
へ
の
対
抗
意
識
が
う
か
が
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

次
の
「
玉
皇
」
は
玉
皇
上
帝
を
指
す
。
玉
皇
上
帝
は
宋
代
以
降
、
尊
崇
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
神
で
あ
り
、
そ
の
名
の
通
り
神
々
の

支
配
者
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
聖
祖
は
玉
皇
上
帝
の
使
い
と
さ
れ
て
お
り
、
真
宗
の
創
建
し
た
玉
清
昭
応
宮
で
も
祭
祀
さ
れ
て

い
た
。
宋
朝
の
国
家
祭
祀
に
も
組
み
込
ま
れ
、「
恭
謝
天
地
」
と
い
う
儀
式
が
新
た
に
作
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た（

（2
（

。
さ
ら
に
、
お
よ
そ

北
宋
の
後
半
期
に
は
、
天
皇
大
帝
・
北
極
紫
微
大
帝
・
后
土
皇
地
祇
と
と
も
に
、
三
清
に
次
ぐ
高
位
の
神
々
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
四

御
」
の
一
員
と
も
さ
れ
た
。

上
述
の
よ
う
に
、『
宋
会
要
輯
稿
』
で
は
天
慶
観
で
祭
祀
さ
れ
る
神
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
宋
代
の
資
料
に
は
玉
皇
を
祭
祀

す
る
玉
皇
殿
の
記
述
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
南
宋
・
沈
端
節
（
生
没
年
不
明
）
の
「
天
慶
観
記
」
に
は
、
太
平
州
（
現
在
の
安
徽

省
）
の
天
慶
観
に
「
玉
帝
」（
玉
皇
上
帝
）
の
像
が
下
賜
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
を
安
置
す
る
た
め
の
玉
皇
殿

も
建
築
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
靖
康
か
ら
建
炎
に
か
け
て
の
時
期
、
宋
金
戦
争
に
よ
り
州
城
は
灰
燼
に
帰
し
た
が
、
そ
の
神
像
だ
け
は

焼
け
残
っ
た
と
い
う
。

聖
祖
は
上
述
の
通
り
、
宋
代
の
始
祖
と
さ
れ
る
趙
玄
朗
（
九
天
司
命
保
生
天
尊
）
の
こ
と
で
あ
る
。
宋
朝
の
祖
先
崇
拝
を
反
映
し
て
、

天
慶
観
は
聖
祖
を
祭
る
と
い
う
機
能
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
聖
祖
殿
は
全
国
の
天
慶
観
に
設
置
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
先
に
見
た

よ
う
に
、
蘇
州
の
天
慶
観
に
も
設
置
さ
れ
て
い
た
。
天
慶
観
に
関
す
る
各
種
資
料
に
も
聖
祖
殿
の
記
述
は
多
く
見
ら
れ
る
。

い
く
つ
か
例
を
あ
げ
る
と
、
常
州
（
江
蘇
省
）
や
嘉
興
（
浙
江
省
）
の
天
慶
観
に
は
、
大
中
祥
符
五
年
に
聖
祖
殿
が
設
置
さ
れ
て
い

る（
（2
（

。
こ
れ
は
、
同
年
に
聖
祖
が
降
臨
し
た
こ
と
を
う
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
同
年
閏
十
月
に
は
、「
天
慶
観
置
聖
祖
殿
勅
」
も
下
さ
れ

て
い
る（

（3
（

）。
魏
了
翁
（
一
一
七
八
～
一
二
三
七
）
が
撰
し
た
「
洋
州
天
慶
観
聖
祖
殿
記
」
に
よ
れ
ば
、
洋
州
（
現
在
の
陝
西
省
）
の
天

慶
観
に
も
や
は
り
大
中
祥
符
五
年
に
聖
祖
殿
が
設
置
さ
れ
た
が
、
宋
金
戦
争
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
聖
祖
の
像
が
仏
寺
に
置
か
れ
て
い
た
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こ
と
も
あ
っ
た（

（3
（

。
そ
の
後
、
紹
定
三
年
（
一
二
三
〇
）
に
進
士
の
高
稼
に
よ
っ
て
聖
祖
殿
の
再
建
が
提
案
さ
れ
、
翌
年
に
は
完
成
し
た

と
い
う
。
ま
た
、
盧
壮
父
の
「
天
慶
観
記
」
に
は
、
首
都
・
臨
安
に
あ
っ
た
天
慶
観
は
紹
定
四
年
（
一
二
三
一
）、
皇
室
の
主
導
に
よ

り
再
建
が
ス
タ
ー
ト
し
、
翌
年
に
聖
祖
殿
が
完
成
し
た
と
あ
る（

（3
（

。
南
宋
時
代
の
後
半
に
な
っ
て
も
、
聖
祖
殿
は
宋
朝
の
祖
先
崇
拝
の
場

と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

聖
祖
の
次
に
位
置
す
る
「
北
極
」
は
、
北
極
紫
微
大
帝
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
真
宗
が
「
天
書
」
を
奉
じ
る
た
め
に
首
都
開
封
に
創
建

し
た
玉
清
昭
応
宮
に
は
、
主
た
る
殿
が
三
つ
あ
り
、
太
初
殿
に
は
玉
皇
、
明
慶
殿
に
は
聖
祖
、
紫
微

0

0

殿
に
は
「
北
極

0

0

」
が
祀
ら
れ
て
い

た
と
い
う（

（3
（

。
ま
た
、『
宋
史
』
巻
一
〇
四
に
見
え
る
玉
清
昭
応
宮
の
記
事
に
は
、
同
宮
で
祭
祀
さ
れ
る
神
の
ひ
と
つ
に
「
紫
微

0

0

大
帝
」

と
あ
る
の
で
、
北
極
紫
微
大
帝
と
推
測
で
き
る（

（3
（

。
北
極
紫
微
大
帝
は
天
の
中
心
に
位
置
す
る
北
極
星
を
神
格
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
天

や
星
の
神
の
頂
点
に
立
つ
た
め
、
上
位
の
神
と
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
北
極
殿
も
資
料
が
と
ぼ
し
い
が
、
上
掲
の
「
広
東
重
修
天
慶

観
記
」
に
は
広
州
の
天
慶
観
に
は
北
極
殿
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

以
下
は
、
そ
れ
以
外
の
神
を
祭
祀
し
て
い
た
例
を
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
常
州
の
天
慶
観
は
規
模
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ

り
、「
呉
中
道
宮
の
冠
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
三
清
殿
と
聖
祖
殿
が
あ
る
ほ
か
、「
南
極
・
北
斗
・
五
岳
・
三
官
の
諸
殿
」、
さ
ら
に

「
翊
聖
・
真
武
院
」
も
設
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（『
咸
淳
毘
陵
志
』
巻
二
十
五
）。

こ
の
う
ち
、「
南
極
・
北
斗
」
は
星
の
神
、「
五
岳
」
は
お
そ
ら
く
五
岳
を
つ
か
さ
ど
る
と
さ
れ
た
五
岳
帝
君
、
つ
ま
り
天
と
地
の
神

の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。「
三
官
」
は
天
官
・
地
官
・
水
官
で
人
の
罪
を
監
視
す
る
神
格
で
あ
り
、
人
々
は
自
分
の
罪
の
記
録
を
消

す
滅
罪
の
た
め
に
三
官
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。
夏
辣
（
九
八
五
～
一
〇
五
一
）
の
「
台
州
天
慶
観
三
官
堂
記
」
に
よ
れ
ば
、
台
州
の
天

慶
観
に
も
「
三
官
堂
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う（

（3
（

。
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ま
た
、「
翊
聖
・
真
武
」
は
北
極
紫
微
大
帝
を
補
佐
す
る
神
で
あ
る
四
人
の
神
「
北
極
四
聖
」
に
ふ
く
ま
れ
る
神
で
あ
る（

（3
（

。「
翊
聖
」

は
翊
聖
保
徳
真
君
の
こ
と
を
さ
す
。
建
隆
年
間
の
は
じ
め
（
九
六
〇
年
ご
ろ
）
に
、
張
守
真
と
い
う
人
物
に
降
臨
し
た
神
で
あ
り
、
太

宗
が
信
仰
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
宋
代
に
は
国
家
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
真
宗
時
代
の
宰
相
・
王
欽
若
の

『
翊
聖
保
徳
真
君
伝
』
に
は
、
そ
の
信
仰
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

真
武
は
、
四
方
を
象
徴
す
る
霊
獣
「
四
霊
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
玄
武
に
由
来
す
る
も
の
で
、
北
方
の
守
護
神
で
あ
る
。
総
髪
に
裸
足
、

足
元
に
は
亀
と
蛇
（
玄
武
を
象
徴
す
る
）
を
踏
み
し
め
る
と
い
う
姿
で
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
辟
邪
（
魔
除
け
）
の
力
を
持
つ
武
神

と
さ
れ
、
宋
代
に
は
そ
の
祭
祀
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
真
武
へ
の
信
仰
が
い
つ
ご
ろ
起
き
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、『
続
資
治

通
鑑
長
編
』
巻
九
十
一
の
天
禧
二
年
（
一
〇
一
八
）
に
は
真
武
の
祠
を
建
て
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
同
年
の
六
月
に
は

「
真
武
霊
応
真
君
」
と
い
う
称
号
が
朝
廷
か
ら
与
え
ら
れ
た
と
い
う
（
同
書
・
巻
九
十
二（

（3
（

）。
そ
れ
ら
の
記
事
か
ら
す
る
と
、
真
宗
の
時

代
に
は
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
蘇
州
の
天
慶
観
に
も
真
武
殿
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
常
州
の
天
慶
観
で
祭
祀
さ
れ
て
い
た
神
々
は
、
宋
代
に
は
一
般
的
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
道
教
の
神
で
も
あ
る
。
少
し
特
殊

な
事
例
と
し
て
は
、
湖
南
で
火
星
を
祭
祀
し
た
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
沈
遼
が
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
に
記
し
た
「
天
慶
観
火
星
閣

記
」
に
は
、
火
星
（
神
）
の
像
と
九
星
の
像
を
祭
る
「
火
星
閣
」
が
天
慶
観
に
設
置
さ
れ
た
と
あ
る（

（3
（

。
具
体
的
な
場
所
は
不
明
で
あ
る

が
、
文
中
に
「
三
湘
」
と
あ
る
の
で
現
在
の
湖
南
省
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
火
星
閣
の
創
建
に
関
与
し
た
道
士
・
王
舜
卿
は
南
嶽
衡

山
（
湖
南
省
）
か
ら
戻
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
湖
南
の
天
慶
観
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
火
星
を
祭
る
の
は
南
方
の
鎮
め
と
な
る
神

に
息
災
と
福
禄
を
祈
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
（
九
星
の
詳
細
は
不
明
）。

ま
た
、
当
時
信
仰
を
集
め
て
い
た
東
岳
神
に
つ
い
て
も
、
天
慶
観
に
行
宮
（
東
岳
行
宮
）
が
設
置
さ
れ
て
い
た
例
が
あ
る
。
東
岳
神

は
泰
山
に
い
る
冥
界
の
支
配
者
で
あ
り
、
人
々
の
犯
し
た
罪
の
記
録
を
管
理
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
罪
を
帳
消
し
に
す
る
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こ
と
で
寿
命
を
延
ば
そ
う
と
す
る
人
々
、
ま
た
地
獄
に
落
ち
た
祖
先
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
信
仰
す
る
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
宋
朝
も
東
岳
神
を
公
認
し
て
称
号
を
与
え
て
お
り
、
真
宗
の
大
中
祥
符
四
年
（
一
〇
一
一
）
に
は
「
天
斉
仁
聖
帝
」
と
賜
号
さ

れ
、
地
位
の
高
い
「
帝
」
号
を
得
て
い
た
。
そ
し
て
、
南
宋
の
陳
淳
（
一
一
五
九
～
一
二
二
三
）
が
「
在
在
の
諸
州
県
皆
な
東
岳
行
祠

有
り
（
在
在
諸
州
縣
皆
有
東
嶽
行
祠
）」（『
北
渓
字
義
』
巻
下
）
と
述
べ
る
ほ
ど
、
東
岳
神
を
祭
祀
す
る
東
岳
廟
が
各
地
に
建
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た（

（4
（

。

元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
に
広
州
の
天
慶
観
で
作
ら
れ
た
銅
鐘
の
銘
文
「
天
慶
観
銅
鐘
款
」
に
は
、「
広
州
天
慶
観
東
岳
行
宮
主

持
・
賜
紫
道
士
・
胡
日
新
鋳
造
」
と
あ
る（

（4
（

。
こ
の
銘
文
か
ら
、
広
州
の
天
慶
観
に
は
東
岳
行
宮
が
あ
り
、
そ
の
管
轄
（
主
持
）
を
し
て

い
る
道
士
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
北
宋
時
代
後
半
、
東
岳
神
の
本
拠
地
で
あ
る
泰
山
か
ら
遠
く
離
れ
た
広
州
に
も
東
岳
行
宮

が
あ
っ
た
こ
と
、
東
岳
神
は
道
士
の
祭
祀
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

次
に
、
民
間
信
仰
の
神
が
天
慶
観
で
祭
祀
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
例
を
見
て
み
よ
う
。
南
宋
の
姚
勉
（
一
二
一
六
～
一
二
六
二
）

に
よ
る
「
天
慶
観
建
梓
潼
殿
疏
」（
以
下
、「
梓
潼
殿
疏
」
と
略
称
す
る
）
に
は
、
梓
潼
神
を
祭
祀
す
る
た
め
の
「
文
昌
道
院
」
が
天
慶

観
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

梓
潼
神
は
元
代
以
降
に
文
昌
帝
君
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
問
の
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
四
川
・
梓
潼
に
あ
る

七
曲
山
で
祭
祀
さ
れ
て
い
た
地
方
神
で
あ
り
、
中
央
の
政
権
を
保
護
す
る
神
と
し
て
宋
朝
か
ら
も
認
定
さ
れ
て
お
り
、
公
認
の
し
る
し

と
し
て
た
び
た
び
称
号
を
下
賜
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
南
宋
以
後
、
梓
潼
君
が
科
挙
受
験
者
に
予
言
を
す
る
と
い
う
霊
験
が
語
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
科
挙
の
神
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
も
と
も
と
四
川
人
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
も
の
が
ほ
か
の
地
域
に

も
普
及
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
各
地
に
行
祠
（
神
の
本
拠
地
以
外
に
あ
る
廟
）
も
建
築
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
「
文
昌
道
院
」
も
そ
の
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ひ
と
つ
で
あ
る（

（4
（

。

こ
の
文
昌
道
院
が
建
て
ら
れ
た
具
体
的
な
時
期
・
場
所
・
状
況
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
梓
潼
殿
疏
」
に
は
「
他
邦
に
在
り
て
は

皆
な
行
宮
（
＝
行
祠
）
有
り
、
宜
し
く
此
の
郡
も
盛
観
を
興
さ
ん
と
欲
す
べ
し
（
在
他
邦
皆
有
於
行
宮
、
宜
此
郡
欲
興
於
盛
觀
）」
と

あ
り
、
文
昌
帝
君
の
信
仰
が
普
及
し
て
祭
祀
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
、「
用
て
衆
力
を
裒
め
て
、
共
に
真
祠
を
建
つ

（
用
裒
衆
力
、
共
建
真
祠
）」
と
も
あ
る
の
で
、
広
く
寄
進
を
集
め
て
創
建
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
文
昌
帝
君
を
祭
祀
す

る
文
昌
道
院
は
「
斯
文
大
昌
の
符
と
為
す
。
儒
風
を
振
作
し
、
吾
が
道
を
主
張
す
（
為
斯
文
大
昌
之
符
、
振
作
儒
風
、
主
張
吾
道
）」

と
さ
れ
て
お
り
、
儒
教
振
興
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
梓
潼
神
を
祭
祀
す
る
廟
が
各
地
に
創
建
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
事
例
で
は
道
観
の
内
部
に
祭
祀
の
た
め
の
施
設
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
民
間
信
仰
の
神
々
が
宋
朝
に
公
認
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
道
観
で
も
祭
祀
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
過
程
を
示
し
て
い
る
。
現
在
の
道
観
で
梓
潼
神
（
文
昌
帝
君
）
が
祭
祀
さ
れ
て
い
る
の
は
よ
く
見
ら
れ
る
光
景
で
あ
る
が
、

南
宋
時
代
に
は
す
で
に
そ
の
よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
三
）
一
般
的
な
施
設

天
慶
観
に
は
神
々
を
祭
祀
す
る
以
外
の
施
設
も
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
、
以
下
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
蘇
州
の
天
慶
観

に
つ
い
て
記
し
た
高
之
問
「
重
修
天
慶
観
記
」
に
は
、
南
宋
後
半
の
宝
慶
二
年
（
一
二
二
六
）
に
は
「
三
門
」「
厨
庫
・
斎
堂
」「
鐘
楼
・

蔵
殿
」
が
備
わ
っ
て
い
た
と
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
三
門
（
山
門
）
は
道
観
の
入
り
口
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
道
観
に
も
基
本
的
に
備
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

宝
祐
三
年
（
一
二
五
六
）
に
劉
克
荘
が
撰
し
た
「
饒
州
天
慶
観
新
建
朝
元
閣
記
」
に
は
、
饒
州
（
江
西
）
の
天
慶
観
に
お
い
て
、
淳
熙
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七
年
（
一
一
八
〇
）
に
焼
失
し
た
三
門
を
再
建
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
道
士
・
程
聞
一
が
主
導
し
た
が
、
完
成
し

な
い
ま
ま
死
去
し
て
し
ま
い
、
弟
子
の
李
師
古
が
事
業
を
継
承
し
た
。
完
成
し
た
三
門
は
朝
元
閣
と
称
さ
れ
、「
五
間
」「
高
さ
百
尺
」

「
横
径
二
十
余
丈
」
と
あ
り
、
か
な
り
大
き
な
門
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
厨
庫
・
斎
堂
」
の
う
ち
、「
厨
庫
」
は
食
料
庫
、「
斎
堂
」
は
道
士
が
食
事
を
す
る
場
所
で
あ
ろ
う
。
道
教
で
は
潔
斎
や
儀
礼
の
こ

と
を
斎
と
称
す
る
の
で
、
修
行
や
儀
礼
の
場
所
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、「
厨
庫
」
と
一
緒
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、

食
堂
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
道
観
は
出
家
し
た
道
士
た
ち
が
生
活
を
送
る
空
間
で
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
施
設
が
設
け
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
盧
壮
父
「
天
慶
観
記
」
に
よ
れ
ば
、
臨
安
の
天
慶
観
に
は
「
斎
盧
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
も
斎
堂
と
同

じ
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
「
鐘
楼
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
名
の
通
り
、
鐘
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
時
刻
や
各
種
会
合
の
開
始
を
知
ら
せ
る

た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。『
盧
山
太
平
興
国
真
君
事
実
』
巻
一
「
殿
宇
像
設
」
に
よ
れ
ば
、
盧
山
の
太
平
興
国
宮
に
は
、

五
層
（
五
階
建
て
）
の
鐘
楼
が
あ
っ
た
と
い
う
記
述
も
あ
る（

（4
（

。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
宋
代
に
は
道
士
や
信
者
が
道
観
に
鐘
を
寄

進
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
般
的
な
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
蔵
殿
」
は
お
そ
ら
く
色
々
な
物
を
収
蔵
す
る
倉
庫
か
と
思
わ
れ
る
。
盧
壮
父
の
「
天
慶
観
記
」
に
見
え
る
臨
安
・
天
慶
観
の
「
蔵

室
」
も
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。
宋
代
を
代
表
す
る
道
観
で
あ
る
洞
霄
宮
の
資
料
を
集
め
た
『
洞
霄
図
志
』
巻
一
に
も
「
庫
院
」
と
い
う

施
設
が
見
え
る
が
、
こ
れ
も
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う（

（4
（

。

ま
た
、
南
宋
時
代
の
蘇
州
の
地
方
志
で
あ
る
『
呉
郡
志
』
に
は
、
蘇
州
の
天
慶
観
に
は
両
廊
（
建
物
を
つ
な
ぐ
回
廊
）
が
あ
り
、

『
度
人
経
』
の
変
相
図
が
描
か
れ
て
い
た
と
い
う
（
巻
三
十
一
「
宮
観
」）。『
度
人
経
』
は
道
教
の
経
典
の
中
で
も
最
も
普
及
し
た
も
の

で
あ
り
、
変
相
図
に
は
経
典
の
内
容
に
も
と
づ
い
て
様
々
な
場
面
が
描
か
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、『
宝
慶
会
稽
続
志
』
に
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は
、
嘉
定
十
五
年
（
一
二
二
二
）、
会
稽
の
天
慶
観
に
も
両
廊
が
整
備
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
両
廊
が
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

複
数
の
建
築
物
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
会
稽
の
天
慶
観
も
そ
れ
な
り
の
規
模
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
四
）『
徐
神
翁
語
録
』
な
ど
に
見
え
る
天
慶
観
の
施
設

こ
こ
で
、
今
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
碑
文
や
地
方
志
と
は
少
し
ち
が
っ
た
資
料
か
ら
、
天
慶
観
に
あ
っ
た
施
設
を
検
討
し
て
み
た
い
。

そ
の
資
料
と
は
『
虚
靖
沖
和
先
生
徐
神
翁
語
録
』
で
あ
る
（
以
下
『
徐
神
翁
語
録
』
と
略
称
す
る（

（4
（

）。
こ
の
資
料
は
、
北
宋
時
代
、
秦

州
（
江
蘇
省
）
の
天
慶
観
に
居
住
し
て
い
た
徐
神
翁
（
徐
守
信
）
を
主
役
と
し
た
伝
奇
で
あ
る
。『
道
蔵
』
以
外
の
版
本
は
知
ら
れ
て

い
な
い
が
、
淳
熙
十
四
年
（
一
一
八
七
年
）
に
書
か
れ
た
序
文
が
あ
り
、
南
宋
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

徐
神
翁
は
十
九
歳
で
天
慶
観
に
住
ま
う
よ
う
に
な
り
、「
掃
灑
の
役
」（
掃
除
を
す
る
雑
用
係
）
を
つ
と
め
て
い
た
。『
度
人
経
』
の

文
句
を
用
い
て
人
に
予
言
を
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
様
々
な
人
々
か
ら
占
い
を
請
わ
れ
た
と
い
う（

（4
（

。『
徐
神
翁
語
録
』
で
は
、

徐
神
翁
の
逸
話
を
記
す
中
で
秦
州
の
天
慶
観
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
る
。
伝
奇
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
の
記
述
は
当
時
の
道
観
の
状
況
を

反
映
し
て
お
り
、
全
く
の
架
空
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、『
徐
神
翁
語
録
』
に
見
え
る
施
設
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

こ
れ
ま
で
本
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
施
設
と
重
複
す
る
も
の
と
し
て
は
、
北
極
殿
（
巻
上
）、
三
清
殿
（
巻
上
）
が
あ
る
。
ま
た
、

「
度
人
経
画
壁
」
が
あ
り
、
相
談
者
に
「
変
相
」
を
見
せ
た
と
い
う
（
巻
下
）。
こ
れ
は
蘇
州
の
天
慶
観
と
同
じ
『
度
人
経
』
の
変
相
図

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
醮
器
庫
」（
巻
上
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
醮
（
道
教
の
儀
礼
）
に
用
い
る
道
具
を
入
れ
る
倉
庫
と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
。
上
述
の
「
蔵
殿
」
や
「
蔵
室
」
の
一
種
か
と
思
わ
れ
る
。

ほ
か
に
『
徐
神
翁
語
録
』
に
見
え
る
天
慶
観
の
施
設
と
し
て
は
「
雲
堂
」
が
あ
り
、
雲
水
を
し
て
い
る
道
士
が
滞
在
す
る
場
所
だ
っ

た
ら
し
い
。
天
慶
観
の
唐
日
厳
は
「
四
方
の
羽
流
（
道
士
の
こ
と
）
を
延
接
」
し
て
い
た
が
、
徐
神
翁
が
雲
堂
を
掃
除
す
る
と
、
翌
日
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必
ず
道
士
が
来
た
と
い
う
逸
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
巻
上
）。
ま
た
、
天
台
山
の
道
士
が
雲
堂
に
寄
寓
し
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る

（
巻
上（

（5
（

）。

『
洞
霄
図
志
』
に
も
「
雲
堂
」
に
つ
い
て
記
述
が
あ
り
、
や
は
り
「
十
方
の
雲
水
を
延
接
す
る
」
と
あ
る
（
巻
一
）。
ま
た
、「
旦
過

寮
」
と
い
う
施
設
も
あ
り
、「
雲
遊
僧
暫
憩
の
地
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
巻
一
）。

あ
と
は
「
講
堂
」（
巻
下
）
と
溷
舎
（
巻
下
）
が
登
場
す
る
。
前
者
は
道
士
の
講
義
や
集
会
が
行
わ
れ
た
場
所
で
あ
ろ
う
。
後
者
は

便
所
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
道
観
の
施
設
と
し
て
は
特
別
な
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
ほ
か
の
資
料
に
見
え
る
施
設
に
「
道
院
」
が
あ
り
、
道
士
の
居
所
と
思
わ
れ
る
。『
洞
霄
図
志
』
巻
一
に
は
十
八
か
所
列
挙

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
盧
山
太
平
興
国
真
君
事
実
』
巻
一
「
殿
宇
像
設
」
に
よ
れ
ば
、
盧
山
の
太
平
興
国
宮
に
は
、
道
院
が
三
十

あ
ま
り
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
南
宋
時
代
の
状
況
か
と
思
わ
れ
る
が
、
太
平
興
国
宮
は
当
時
最
大
規
模
の
道
観
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
ぐ
ら
い
人
員
を
収
容
す
る
た
め
の
施
設
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
天
慶
観
に
見
え
る
施
設
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
宋
代
の
道
観
の
施
設
に
つ
い
て
の
資
料
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
道
観
に
つ
い

て
包
括
的
に
記
述
し
た
宋
代
の
書
物
も
な
い
た
め
、
ま
だ
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い（

（5
（

。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
仏
教
の
寺

院
に
も
類
似
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
仏
教
関
連
の
資
料
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
な
道
士
の
日
常
の
様
相
も
推
測
で
き
る

か
と
思
わ
れ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
の
で
今
後
の
課
題
と
し
た
い（

（5
（

。
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四
、
天
慶
観
で
活
動
す
る
道
士
た
ち

（
一
）
天
慶
観
の
住
持

続
い
て
、
天
慶
観
で
活
動
し
て
い
た
道
士
た
ち
に
つ
い
て
、
関
連
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
は
、
道

観
の
領
袖
で
あ
る
住
持
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

宋
代
に
は
道
観
の
住
持
の
制
度
が
確
立
し
、
甲
乙
住
持
と
十
方
住
持
の
二
つ
の
制
度
が
あ
っ
た
。
甲
乙
住
持
の
制
度
は
、
あ
る
道
観

の
道
士
が
後
身
を
育
成
し
、
そ
の
弟
子
筋
か
、
法
脈
に
つ
ら
な
る
道
士
が
住
持
の
地
位
を
継
承
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
十
方
住
持
の
制
度
は
、
特
定
の
法
脈
に
か
ぎ
ら
ず
、
優
秀
な
道
士
を
住
持
と
し
て
招
聘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
天
慶
観
に
関
す
る

資
料
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
甲
乙
住
持
と
十
方
住
持
の
両
方
の
場
合
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（5
（

。

ま
ず
、
甲
乙
住
持
の
制
度
を
と
っ
て
い
た
例
を
見
て
み
よ
う
。
劉
辰
翁
（
一
二
三
二
～
一
二
九
七
）
の
「
贈
韓
道
録
序
」
に
は
、
あ

る
天
慶
観
（
所
在
地
不
明
）
が
甲
乙
住
持
の
制
度
を
と
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
ま
た
、
蘇
州
の
元
妙
観
に

現
存
す
る
石
碑
「
天
慶
観
甲
乙
部
符
公
拠
」
に
は
、
蘇
州
の
天
慶
観
は
甲
乙
住
持
の
制
度
で
運
営
さ
れ
て
い
た
と
い
う
道
士
の
主
張
が

記
録
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

ま
た
、
同
じ
法
脈
に
属
す
る
道
士
が
住
持
を
担
当
し
た
例
も
あ
る
。
章
公
権
が
淳
祐
十
二
年
（
一
二
五
二
）
に
記
し
た
「
天
慶
観

記
」
は
、
金
陵
（
南
京
）
の
天
慶
観
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
る（

（5
（

。
南
宋
初
に
戦
乱
に
よ
り
焼
失
し
た
あ
と
、
再
興
の
た
め
に
道
士
・

方
清
廸
を
招
聘
し
て
住
持
と
し
た
。
同
文
中
で
方
は
「
開
山
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
の
で
、
再
興
と
い
う
よ
り
も
新
し
く
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
後
、
道
術
が
優
れ
て
い
る
と
評
判
だ
っ
た
茅
山
（
江
蘇
省
）
の
景
元
範
が
住
持
に
着
任
し
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て
い
る
。
景
は
方
を
「
祖
師
」
と
す
る
、
同
じ
法
脈
に
属
す
る
道
士
で
あ
っ
た
が
、
直
接
の
弟
子
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

次
に
、
十
方
住
持
の
制
度
を
採
用
し
、
外
部
か
ら
道
士
を
招
聘
し
た
例
を
見
て
い
こ
う
。
上
述
の
よ
う
に
、『
宋
会
要
輯
稿
』
に
よ

れ
ば
、
道
録
院
（
道
教
を
管
轄
す
る
役
所
）
の
選
定
に
よ
っ
て
住
持
を
置
く
場
合
も
あ
っ
た
と
あ
る
の
で
、
適
任
者
が
い
れ
ば
現
地
の

道
士
で
な
く
て
も
住
持
に
招
聘
さ
れ
た
。
ま
た
、
天
慶
観
は
各
地
の
固
有
の
信
仰
や
伝
統
に
も
と
づ
か
な
い
道
観
の
た
め
、
十
方
住
持

の
制
度
が
取
り
や
す
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
冒
頭
に
取
り
上
げ
た
蘇
州
天
慶
観
の
事
例
で
あ
る
。
臨
安
の
太
一
宮
か
ら
道
士
・
李
若
済
が
赴
任
し
て
き

た
の
は
、
そ
れ
な
り
の
声
望
と
勢
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
あ
と
、
弟
子
の
呂
知
常
、
さ
ら
に
そ
の
弟
子
の
朱
善
仁
も
天
慶

観
を
拠
点
に
活
動
し
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
招
聘
さ
れ
た
道
士
が
天
慶
観
に
定
着
し
た
場
合
に
そ
の
弟
子
筋
も
地
位
を
継
承
し
た
も
の

で
、
十
方
住
持
か
ら
甲
乙
住
持
の
制
度
に
移
行
し
た
例
と
も
い
え
る
。

続
い
て
、
広
州
の
天
慶
観
の
事
例
を
検
討
す
る
。
上
掲
の
「
広
東
重
修
天
慶
観
記
」
に
は
、
熙
寧
三
年
（
一
〇
七
〇
）
に
盧
山
の
道

士
で
あ
る
羅
盈
之
を
住
持
に
招
聘
し
た
と
い
う
。
盧
山
は
現
在
の
江
西
省
に
位
置
し
て
お
り
、
広
州
か
ら
は
か
な
り
距
離
が
あ
る
が
、

何
ら
か
の
方
法
で
羅
の
評
判
を
聞
い
て
住
持
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
羅
が
盧
山
に
戻
っ
た
あ
と
、
羅
と
同
時
に
盧
山
か
ら
赴
任

し
た
何
徳
順
が
住
持
の
座
を
継
承
し
て
い
る
。
両
者
に
師
弟
関
係
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
場
合
も
、
十
方
住

持
か
ら
同
門
に
継
承
さ
れ
る
甲
乙
住
持
の
制
度
に
移
行
し
た
ケ
ー
ス
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）
道
士
の
役
職

天
慶
観
に
関
す
る
資
料
に
は
、
道
士
に
関
す
る
記
述
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
肩
書
き
に
注
目
し
て
、
天
慶
観
内
部
の
役
職
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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上
掲
の
端
平
三
年
（
一
二
三
四
）
の
「
玄
妙
観
尚
書
省
劄
并
部
符
使
帖
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
道
士
の
肩
書
が
記
さ
れ
て
い
る

（
カ
ッ
コ
内
は
道
士
の
名
前（

（5
（

）。

・「
平
江
府
管
内
都
道
正
」「
主
管
教
門
事
」「
知
天
慶
観
兼
管
轄
住
持
事
」（
陳
天
一
）

・「
管
内
副
都
道
正
」「
主
管
教
門
事
」「
副
知
天
慶
観
事
」（
余
可
久
）

・「
管
内
道
判
」「
同
管
教
門
事
」「
兼
監
天
慶
観
事
」（
鄒
師
吉
）

・「
上
座
道
士
」（
厳
守
柔
）

・「
監
斎
道
士
」（
朱
洞
煥
）

・「
直
歳
道
士
」（
杜
希
道
）

・「
知
庫
道
士
」（
邢
（
鄒
？
）
祖
純
）

最
初
の
三
者
の
肩
書
を
後
半
部
か
ら
見
て
み
る
と
、「
知
天
慶
観
兼
管
轄
住
持
事
」「
副
知
天
慶
観
事
」「
監
天
慶
観
事
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
肩
書
は
天
慶
観
の
首
脳
陣
の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
は
じ
め
の
肩
書
は
「
知
天
慶
観
（
事
）」
と
「
管
轄
住
持
事
」
を
兼
ね

て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
天
慶
観
の
知
観
事
と
住
持
を
兼
任
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
時
代
の
洞
霄
宮
の
関

連
資
料
か
ら
す
る
と
、
道
観
の
首
脳
陣
の
序
列
は
上
か
ら
住
持
→
知
宮
事
→
副
知
宮
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（5
（

。
こ
れ
を
天
慶

観
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
住
持
・
知
観
事
・
副
知
観
事
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
の
陳
天
一
と
い
う
道
士
は
住
持
と
知
観
事
を
兼
任
し
て

い
た
ら
し
い（

（5
（

。
ま
た
、「
監
天
慶
観
事
」
と
い
う
肩
書
が
見
え
る
か
ら
、
蘇
州
の
天
慶
観
で
は
三
役
の
下
に
さ
ら
に
監
観
事
と
い
う
役

職
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
肩
書
き
の
冒
頭
に
「
平
江
府
管
内
都
道
正
」「
管
内
副
都
道
正
」「
管
内
道
判
」
と
あ
る
の
は
、
平
江
府
（
蘇
州
）

の
道
教
を
管
轄
す
る
道
官
（
道
正
・
道
判
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（

（6
（

。
な
お
、
住
持
（
兼
知
観
事
）
が
都
道
正
、
副
知
観
事
が
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副
都
道
正
、
監
観
事
が
道
判
と
な
っ
て
お
り
、
天
慶
観
内
部
の
職
掌
の
序
列
と
連
動
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
肩
書
の
二
番
目
の
部

分
の
「
主
管
教
門
事
」「
同
管
教
門
事
」
と
い
う
の
は
、
道
教
の
内
部
（
教
門
）
を
管
轄
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

天
慶
観
は
各
地
に
お
け
る
主
要
な
道
観
で
あ
っ
た
た
め
、
道
官
が
天
慶
観
に
配
置
さ
れ
た
の
も
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ほ
か
の
資
料
か
ら
も
、
汶
陽
（
山
東
）
の
「
管
内
道
正（

（6
（

」、
益
州
の
道
正（

（6
（

、
吉
州
の
道
正（

（6
（

が
天
慶
観
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。ま

た
、『
徐
神
翁
語
録
』
に
も
、
泰
州
の
天
慶
観
に
い
た
道
正
の
唐
日
厳
（
巻
上
）
と
許
守
節
（
巻
下
）
が
登
場
人
物
と
し
て
登
場

す
る
。
前
者
は
、
仕
事
を
怠
け
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
徐
神
翁
が
実
は
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
弟
子
に
し
て
正
式

に
道
士
に
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
徐
神
翁
の
啓
示
に
気
づ
か
ず
に
死
を
迎
え
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
少
々
頭
が
固
い
人
物
と
し
て
描
写
さ
れ
て
お
り
、
型
破
り
な
徐
神
翁
の
引
き
立
て
役
と
い
っ
た
扱
い
で
あ
る
。

次
に
、
そ
れ
以
外
の
肩
書
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
は
道
観
内
部
の
各
種
管
理
職
の
も
の
と
思
わ
れ
る（

（6
（

。「
上
座
道
士
」
は

天
聖
四
年
（
一
〇
二
六
）
に
汶
陽
の
天
慶
観
で
作
成
さ
れ
た
石
幢
に
見
え
る
の
で
、
北
宋
時
代
に
は
こ
の
役
職
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る（

（6
（

。
さ
ら
に
隆
興
元
年
（
一
一
六
三
）
に
記
さ
れ
た
「
天
慶
観
開
啓
天
申
聖
節
申
状
」
に
も
「
上
座
道
士
」
の
記
載
が
あ
る（

（6
（

。
こ
の

職
掌
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
の
資
料
で
も
住
持
ら
首
脳
陣
の
次
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
観
の
管
理
職
の
筆
頭
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

唐
代
の
各
種
史
料
で
は
道
観
の
管
理
者
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
上
座
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
資
料
の
不
足
に
よ
り
宋
代
の
上
座
道

士
が
こ
れ
を
継
承
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い（

（6
（

。
ま
た
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
具
体
的
に
上
座
道
士
の
職
掌
を
述
べ
る
資

料
も
見
当
た
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
北
宋
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
禅
宗
の
清
規
で
あ
る
『
禅
苑
清
規
』
を
参
照
す
る
と
、
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同
書
巻
三
に
は
上
座
と
類
似
し
た
呼
称
の
「
首
座
」
と
い
う
役
職
が
見
え
、
や
は
り
寺
院
内
の
管
理
職
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る（

（6
（

。

首
座
は
「
衆
僧
に
表
儀
た
り
て
、
非
法
を
挙
正
す
」
と
あ
る
の
で
、
僧
侶
の
模
範
と
な
り
な
が
ら
、
僧
侶
が
各
種
の
規
律
を
守
っ
て
い

る
か
監
視
す
る
の
が
主
な
任
務
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
上
座
道
士
も
同
じ
よ
う
な
職
掌
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
「
知
庫
道
士
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
蘇
州
天
慶
観
の
資
料
に
し
か
見
え
な
い
役
職
で
あ
る
。
倉
庫
を
管
轄
す
る
と
い
う
役
職
名

か
ら
し
て
、
物
品
管
理
お
よ
び
道
観
の
財
政
を
担
当
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る（

（6
（

。
な
お
、『
禅
苑
清
規
』
巻
四
に
は
「
庫
頭
」
と
い
う
役

職
が
見
え
、「
常
住
の
銭
穀
の
出
入
歳
計
の
事
」
を
つ
か
さ
ど
る
と
さ
れ
て
お
り
、
知
庫
道
士
も
同
じ
よ
う
な
職
掌
で
あ
っ
た
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
直
歳
道
士
」
も
蘇
州
天
慶
観
の
資
料
と
、
上
掲
の
隆
興
元
年
の
申
状
に
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
も
職
掌
は
不
明
で
あ
る
が
、『
禅
苑
清

規
』
巻
三
に
は
「
直
歳
」
と
い
う
役
職
が
あ
げ
ら
れ
、「
院
中
に
係
れ
る
作
務
」
を
つ
か
さ
ど
り
、
建
物
や
門
・
窓
・
壁
や
器
具
な
ど

の
管
轄
を
し
た
と
あ
る
。
道
教
の
直
歳
も
同
じ
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
監
斎
道
士
」
も
、
汶
陽
の
天
慶
観
の
石
幢
、
隆
興
元
年
の
申
状
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
上
述
の
斎
堂
（
道
士
の
食

堂
）
を
管
理
し
て
い
た
道
士
と
思
わ
れ
る（

（7
（

。
道
士
た
ち
の
食
事
と
食
費
の
管
理
を
任
さ
れ
て
い
た
道
士
で
あ
ろ
う
。

五
、
天
慶
観
を
舞
台
と
し
た
宗
教
活
動

（
一
）
青
詞
か
ら
み
た
天
慶
観
に
お
け
る
儀
礼

上
述
の
通
り
、
天
慶
節
・
先
天
節
・
降
聖
節
（
い
ず
れ
も
天
書
が
降
り
た
日
を
記
念
し
た
も
の
）
な
ど
の
祝
日
、
お
よ
び
必
要
が
あ

る
際
に
、
天
慶
観
で
は
国
家
や
衆
生
の
安
寧
を
祈
る
た
め
の
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
。
天
慶
観
で
儀
礼
を
行
っ
た
時
に
作
成
さ
れ
た
青
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詞
（
願
文
）
の
内
容
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
儀
礼
が
行
わ
れ
た
の
か
検
討
し
て
み
よ
う
。
上
述
の
よ
う
に
、
天
慶
観
は
宋
朝
の
公
認
宗
教

施
設
で
あ
る
た
め
、
皇
室
の
安
寧
を
祈
る
儀
礼
も
行
わ
れ
て
い
た（

（7
（

。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
よ
り
一
般
的
な
儀
礼
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と

に
し
た
い
。

青
詞
を
撰
す
る
の
は
文
人
官
僚
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
彼
ら
は
業
務
の
一
環
と
し
て
青
詞
の
作
成
を
行
っ
て
い
た（

（7
（

。
基
本
的
に
彼
ら

は
儒
者
で
あ
り
、
道
教
信
者
で
は
な
い
。
道
教
の
こ
と
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
せ
い
か
、
美
文
を
作
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
（
も
し

く
は
そ
の
両
方
の
）
せ
い
な
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
道
士
の
使
う
儀
礼
書
に
見
え
る
よ
う
な
具
体
的
な
文
章
で
は
な
く
、
抽
象

的
な
も
の
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
ほ
ぼ
題
名
か
ら
状
況
を
推
測
す
る
し
か
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
は
題
名
や

内
容
か
ら
、
あ
る
程
度
儀
礼
の
目
的
が
明
確
な
青
詞
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

宋
庠
（
九
九
六
～
一
〇
六
六
）
の
「
遂
州
天
慶
観
開
啓
為
民
祈
福
道
場
密
告
三
清
表
」
は
、
そ
の
題
名
か
ら
遂
州
（
現
在
の
四
川

省
）
の
天
慶
観
で
行
わ
れ
た
、
民
衆
の
幸
い
を
祈
る
た
め
の
青
詞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（

（7
（

。
ま
た
、「
密
告
三
清
」
と
あ
る
の
で
、
三

清
の
神
々
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
は
抽
象
的
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
に
沿
っ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
は
う
か
が
え
る
。

崔
敦
詩
（
一
一
三
九
～
一
一
八
二
）
の
「
天
慶
観
報
恩
光
孝
観
青
詞
」
は
、
日
照
り
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
雨
乞
い
を
す
る

と
い
う
趣
旨
の
青
詞
で
あ
る（

（7
（

。
当
時
の
主
要
な
産
業
で
あ
る
農
業
を
保
護
す
る
た
め
、
雨
乞
い
を
す
る
儀
礼
は
よ
く
行
わ
れ
て
い
た
ら

し
く
、
青
詞
に
よ
く
見
ら
れ
る
主
題
で
あ
る
。
な
お
、
報
恩
光
孝
観
は
南
宋
・
高
宗
の
時
代
、
徽
宗
を
追
悼
す
る
た
め
に
各
地
に
設
置

さ
れ
た
道
観
で
あ
る
。

程
珌
（
一
一
六
四
～
一
二
四
二
）
の
「
乙
亥
天
慶
三
省
消
蝗
青
詞
」（『
洛
水
集
』
巻
二
十
一
）
は
、
干
支
が
乙
亥
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

嘉
定
八
年
（
一
二
一
五
）
に
撰
し
た
こ
と
が
わ
か
る（

（7
（

。
場
所
は
不
明
で
あ
る
が
、
蝗
の
害
を
避
け
る
こ
と
を
神
に
祈
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
農
業
を
保
護
す
る
た
め
の
祈
願
で
あ
る
。
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真
徳
秀
（
一
一
七
八
～
一
二
三
五
）
の
『
西
山
文
集
』
に
は
青
詞
が
多
数
収
録
さ
れ
て
お
り
、
天
慶
観
で
行
わ
れ
た
儀
礼
の
た
め
に

書
か
れ
た
の
が
明
白
な
青
詞
は
「
下
元
節
天
慶
観
建
醮
青
詞
」（
同
書
巻
四
十
八
）、「
天
慶
観
禳
火
青
詞
」（
同
巻
四
十
九
）、「
天
慶
観

祈
祷
青
詞
」（
同
巻
四
十
九
）
の
三
篇
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う（

（7
（

。

最
初
の
青
詞
は
、
下
元
節
（
十
月
十
五
日
）
に
、
雨
乞
い
の
成
果
が
あ
っ
た
こ
と
を
神
に
報
告
し
、
謝
恩
の
た
め
に
醮
（
神
々
に
祭

壇
に
降
臨
し
て
も
ら
い
、
供
物
を
捧
げ
る
儀
礼
）
を
行
っ
た
際
の
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
青
詞
は
、
日
照
り
の
続
く
状
況
を
打
開
す
る

た
め
に
行
っ
た
儀
礼
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
青
詞
は
、
前
年
は
天
候
不
良
で
凶
作
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
ま
だ
そ
の
影
響

が
続
い
て
い
る
た
め
、
豊
作
を
祈
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
鐘
の
作
成

道
士
や
信
徒
が
、
道
観
の
施
設
を
建
築
（
修
復
）
す
る
際
に
寄
進
を
す
る
例
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
鐘
を
作
成
し
た
事
例

を
ふ
た
つ
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。『
徐
神
翁
語
録
』
に
は
、
道
士
の
劉
守
寧
が
鐘
を
作
る
た
め
に
寄
進
を
募
っ
た
と
い
う
逸
話
が
記
さ

れ
て
い
る
が
（
巻
上
）、
こ
れ
も
現
実
に
天
慶
観
で
行
わ
れ
て
い
た
、
道
士
や
信
徒
た
ち
の
活
動
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う（

（7
（

。

上
述
の
「
天
慶
観
銅
鐘
款
」
は
、
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
に
広
州
の
天
慶
観
で
作
ら
れ
た
銅
鐘
の
銘
文
で
あ
る
。「
広
州
天
慶

観
・
東
岳
行
宮
主
持
」
の
道
士
・
胡
日
新
が
、
鐘
の
作
成
を
主
導
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
銘
文
に
は
寄
進
を
し
た
信
者
二
十
人
あ
ま

り
の
名
前
と
寄
付
額
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
経
済
史
の
資
料
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
そ
の
信
者
の
リ
ス
ト
の
末
尾
に
「
会
首
・
陳
文
遇
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
「
会
首
」
と
い
う
記

載
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
胡
日
新
の
指
導
の
も
と
で
、
信
者
の
団
体
が
結
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
道
士
と
信
者
団
体
の
協
力
に

よ
っ
て
鐘
が
作
ら
れ
る
の
は
、
次
に
述
べ
る
事
例
で
も
同
じ
で
あ
る
。
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続
い
て
、
南
宋
初
期
の
銅
鐘
の
銘
文
「
天
慶
観
鐘
銘
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い（

（7
（

。
管
見
の
か
ぎ
り
、
宋
代
の
鐘
の
銘
文
の
中
で
最
も

多
く
の
道
士
と
信
徒
の
名
を
記
し
て
お
り
、
四
百
人
余
り
が
寄
進
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
銘
文
は
当
時
の
道
教
信
者
の
組
織
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
う
か
が
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

『
栝
蒼
金
石
志
』
に
よ
る
と
、
こ
の
銅
鐘
は
「
高
八
尺
、
囲
一
丈
五
尺
六
寸
」
で
あ
り
、
か
な
り
の
大
き
さ
だ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、

銘
文
は
「
分
二
層
、
界
十
二
区
」
と
な
っ
て
お
り
、
各
層
は
そ
れ
ぞ
れ
六
つ
に
区
切
ら
れ
て
お
り
、
合
計
十
二
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い

た
と
い
う
。『
栝
蒼
金
石
志
』
の
銘
文
も
そ
の
区
画
ご
と
に
著
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
銘
文
を
引
用
し
た
際
に
は
「
上
列
第
一
区
」
の

よ
う
に
引
用
箇
所
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

こ
の
銅
鐘
を
寄
進
し
た
趣
旨
が
、
銘
文
の
上
列
第
一
区
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
紹
興
三
年
（
一
一
三
三
）、
処
州

（
浙
江
省
）
の
天
慶
観
の
道
士
、
呉
師
正
が
募
縁
を
行
い
、
銅
鐘
を
製
作
し
た
。
鐘
を
作
っ
て
祈
る
内
容
は
、
皇
帝
の
長
寿
、
国
家
の

平
安
、
豊
作
、
戦
乱
の
終
結
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
鐘
が
作
ら
れ
た
の
は
南
宋
政
権
が
誕
生
し
て
間
も
な
い
時
期

で
あ
り
、
平
安
を
祈
る
当
時
の
人
々
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
以
下
、
銘
文
に
見
え
る
特
色
の
あ
る
寄
進
者
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
こ
の
鐘
の
募
縁
を
行
っ
た
呉
師
正
が
ど
の
よ
う
な
道
士
だ
っ
た
の
か
見
て
み
た
い
。
呉
師
正
は
そ
の
肩
書
か
ら
、
処
州
の
天

慶
観
に
所
属
し
て
お
り
、「
敕
差
副
道
正
」
と
あ
る
の
で
、
勅
命
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
道
官
（
道
正
）
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、「
賜

紫
・
霊
希
大
師
」
と
あ
る
の
で
朝
廷
か
ら
紫
衣
と
称
号
を
下
賜
さ
れ
た
、
地
位
の
あ
る
道
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（

（7
（

。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
す
る
と
、
呉
師
正
は
道
官
と
し
て
地
域
の
道
教
を
管
轄
す
る
立
場
に
あ
り
、
朝
廷
と
も
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て

い
た
。
つ
ま
り
、
広
く
鐘
へ
の
寄
進
を
求
め
る
に
は
格
好
の
立
場
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
銅
鐘
を
作
る

た
め
に
、
処
州
周
辺
の
道
観
の
道
士
や
、
官
僚
た
ち
が
寄
進
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
や
は
り
呉
師
正
の
立
場
と
権
力
が
あ
っ
て
こ
そ

実
現
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
寄
進
者
の
中
に
「
知
天
慶
観
事
」、「
管
内
副
道
正
」、「
道
判
官
」
等
の
肩
書
を
持
つ
者
が
あ
る
が
（
上
列
第
六
区
）、
そ
れ

ら
か
ら
す
る
と
、
彼
ら
は
呉
師
正
が
所
属
す
る
天
慶
観
の
知
観
事
と
、
同
じ
地
域
の
道
正
司
で
あ
り
、
鐘
の
製
作
に
協
力
し
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
銘
文
の
下
列
第
四
区
に
「
管
轄
左
街
」
と
い
う
肩
書
が
あ
る
が
、
こ
の
「
管
轄
左
街
」
は
中
央
の
道
官
と

考
え
ら
れ
、
や
は
り
銅
鐘
の
製
作
を
援
助
す
る
権
力
を
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
銅
鐘
の
銘
文
に
は
以
下
の
よ
う
な
道
観
の
名
前
が
見
え
る
。
紫
虚
観
・
妙
成
観
・
天
寧
万
寿
宮
・
寿
光
宮
・
玉
虚

宮
・
無
為
観
・
青
田
崇
道
観
・
沖
真
観
・
景
霄
観
・
逍
遥
観
・
松
陽
寿
聖
観
（
上
列
第
三
区
）、
希
夷
観
・
永
寧
観
・
天
真
院
・
寿
昌

観
・
太
虚
無
観
（
下
列
第
三
区
）、
長
生
宮
（
下
列
第
四
区
）。
こ
れ
ら
の
道
観
の
う
ち
、
詳
細
が
わ
か
る
も
の
は
少
な
い
が
、
青
田
崇

道
観
や
松
陽
寿
聖
観
は
そ
の
地
名
か
ら
、
処
州
天
慶
観
付
近
の
道
観
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
呉
師
正
が
近
隣
の
道
観
や
信
者
た

ち
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
、
銘
文
で
ふ
れ
て
い
る
道
観
の
う
ち
、
以
下
の
道
観
は
こ
の
地
域
の
主
要
な
道
観
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
寧
万
寿
宮
は
天

慶
観
と
同
じ
く
、
宋
朝
が
公
式
に
各
地
に
設
置
し
た
道
観
で
あ
る（

（8
（

。
玉
虚
宮
は
黄
帝
の
聖
地
で
あ
る
仙
都
山
に
あ
り
、
宋
の
治
平
三
年

に
賜
額
を
受
け
て
い
る（

（8
（

。
ま
た
、
崇
道
観
は
処
州
天
慶
観
附
近
の
青
田
県
に
あ
り
、
唐
代
の
高
名
な
道
士
で
あ
る
司
馬
承
禎
の
活
動
し

て
い
た
桐
柏
観
が
改
称
し
た
も
の
で
、
伝
統
の
あ
る
道
観
で
あ
る（

（8
（

。
寿
光
宮
は
も
と
も
と
北
宋
時
代
に
活
躍
し
た
道
士
・
項
挙
之
の
居

所
で
あ
り
、
弟
子
の
鄭
知
微
、
さ
ら
に
そ
の
弟
子
の
劉
宗
亨
も
「
左
街
副
道
録
」
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
た（

（8
（

。
呉
師
正
は
道
正
司
に
就

任
し
て
い
た
た
め
、
浙
江
一
帯
の
道
観
と
友
好
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
と
推
測
さ
れ
る
。

上
列
第
三
区
に
「
寿
光
宮
道
衆
」
や
「
崇
道
観
道
衆
」
と
あ
り
、
道
観
の
「
道
衆
」
が
合
同
で
寄
付
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
紫
虚
観
・
妙
成
観
・
無
為
観
・
沖
真
観
・
寿
聖
宮
・
妙
庭
観
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
観
の
住
持
が
寄
進
を
し
て
お
り
、
こ
の
銅
鐘
の

寄
進
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
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銘
文
で
特
に
肩
書
が
な
い
人
物
が
最
も
多
い
が
、
彼
ら
は
庶
民
の
在
家
信
者
で
あ
ろ
う
。
上
列
第
三
区
の
「
太
上
法
籙
女
弟
子
、
陳

十
二
娘
」
は
名
前
か
ら
考
え
る
と
庶
民
と
思
わ
れ
る
が
、
法
籙
を
伝
授
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
下
列
第
一
区
に
「
道

士
呉
徳
任
、
母
親
葉
大
娘
」
と
あ
る
の
は
、
道
士
が
そ
の
家
族
と
と
も
に
寄
進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

呉
師
正
が
ど
の
よ
う
な
経
路
で
官
僚
に
勧
進
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
銘
文
に
は
多
く
の
官
僚
の
名
も
見
え
る
。
ま
ず
上
列

第
二
区
に
は
、
左
朝
奉
郎
の
潘
特
悚
、
左
朝
散
郎
の
祝
卡
を
筆
頭
と
す
る
文
官
四
人
、
武
官
の
武
議
大
夫
の
耿
進
と
葉
茂
の
名
前
が
記

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
天
慶
観
の
所
在
地
で
あ
る
処
州
の
知
州
と
通
判
が
参
加
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
耿
延
禧
（
上
列
第
四
区
）
の
肩
書
は

「
龍
図
閣
直
学
士
、
左
朝
奉
大
夫
、
知
処
州
軍
州
、
兼
勧
農
使
」
で
あ
る
。
ま
た
、
崔
燿
卿
の
肩
書
は
「
左
朝
散
郎
、
通
判
知
処
州
軍

州
、
兼
勧
農
事
、
賜
緋
魚
袋
」（
上
列
第
四
区
）
で
あ
る
。
現
役
の
処
州
の
知
州
と
通
判
が
寄
進
を
し
た
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
は
ほ
か

の
官
僚
た
ち
に
も
寄
進
へ
の
参
加
を
う
な
が
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
上
列
第
四
区
に
は
、
耿
延
禧
と
崔
燿
卿
の
ほ
か
も
み
な
官
僚

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
耿
延
禧
と
崔
燿
卿
の
官
位
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
が
、
そ
の
ほ
か
の
官
僚
は
さ
ら
に
下
位
の
も
の
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
、
耿
延
禧
と
崔
燿
卿
の
部
下
で
あ
る
、
処
州
の
官
僚
た
ち
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
天
慶
観
の
所
在
地
の
麗
水
県
の
官
僚
も

寄
進
に
参
加
し
て
い
る
。「
右
宣
義
郎
・
知
麗
水
県
事
」
の
劉
皥
民
、「
右
承
事
郎
・
県
丞
」
の
呉
檄
、「
右
迪
功
郎
・
主
簿
」
の
沈
旦
、

「
右
修
職
郎
・
県
尉
」
の
胡
思
恭
の
名
前
が
見
え
る
（
上
列
第
六
区
）。
彼
ら
が
道
教
を
信
仰
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、

地
元
の
有
力
な
道
観
の
寄
進
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
道
士
や
信
者
た
ち
と
良
好
な
関
係
を
保
と
う
と
し
て
い
た
の
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

以
上
、
処
州
天
慶
観
の
銅
鐘
の
銘
文
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。
呉
師
正
自
身
の
詳
し
い
経
歴
に
不
明
な
点
が
多
い
た
め
、
寄

進
の
詳
細
な
背
景
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
銘
文
は
、
当
時
の
道
教
信
者
の
組
織
、
道
観
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
道
士
と
官
僚
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
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（
三
）
地
方
信
仰
と
の
か
か
わ
り

上
述
の
よ
う
に
、
天
慶
観
は
聖
祖
や
三
清
と
い
っ
た
、
当
時
一
般
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
神
格
を
祭
祀
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
宋

代
に
お
け
る
天
慶
観
に
関
す
る
資
料
を
見
て
い
る
と
、
各
地
域
で
信
仰
さ
れ
る
神
を
祭
祀
す
る
場
に
な
っ
た
と
い
う
記
事
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
言
い
換
え
る
と
、
あ
る
程
度
の
地
方
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
民
間
信
仰
と
の
か
か
わ
り
も
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
以
下
、
二
つ
の
事
例
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

嘉
祐
四
年
（
一
〇
五
九
）
に
記
さ
れ
た
彭
乗
「
天
慶
観
五
嶽
真
君
殿
記
」（
以
下
「
真
君
殿
記
」
と
略
称
す
る
）
に
は
、
益
州
（
現

在
の
四
川
省
）
の
天
慶
観
の
内
部
の
天
宝
院
に
「
五
岳
真
君
」
を
祭
祀
す
る
「
真
君
殿
」
が
設
置
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
五
岳
真
君
と
は
一
般
的
に
は
、
五
岳
（
東
岳
・
南
岳
・
西
岳
・
北
岳
・
中
岳
）
を
つ
か
さ
ど
る
と
さ
れ
る
五
名
の
神
々
を
指

す
が
、「
真
君
殿
記
」
の
内
容
か
ら
す
る
と
青
城
山
（
四
川
省
）
を
つ
か
さ
ど
る
神
で
あ
る
五
嶽
杖
人
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四
川
地
域
を
代
表
す
る
名
山
で
あ
る
青
城
山
の
神
を
祭
祀
す
る
の
は
、
現
地
の
信
仰
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

五
嶽
丈
人
は
寗
先
生
（
寗
封
子
）
と
い
い
、
黄
帝
に
『
龍
蹻
経
』
を
授
け
、
五
嶽
丈
人
に
封
じ
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。
唐
代

以
降
、
こ
の
五
嶽
丈
人
は
、
五
岳
の
神
で
あ
る
五
岳
真
君
を
補
佐
す
る
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
五
岳
真
君
は
、
唐
代
を
代
表
す

る
道
士
で
あ
る
司
馬
承
禎
の
提
言
に
よ
っ
て
、
祭
祀
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。『
旧
唐
書
』
巻
一
九
二
「
隠

逸
・
司
馬
承
禎
」
に
は
、「
五
岳
に
は
み
な
洞
府
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
上
清
真
人
が
降
臨
し
て
、
職
務
に
つ
い
て
い
る
。
山
川
の
風

雨
、
陰
陽
の
気
の
秩
序
は
、
み
な
彼
ら
の
管
理
す
る
も
の
で
あ
る
（
五
嶽
皆
有
洞
府
、
各
有
上
清
真
人
降
任
其
職
、
山
川
風
雨
、
陰
陽

氣
序
、
是
所
理
焉
）」
と
あ
り
、
天
候
を
つ
か
さ
ど
る
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た（

（8
（

。
そ
し
て
、
唐
末
の
杜
光
庭
に
よ
る
『
録
異
記
』

に
は
、「
青
城
丈
人
を
五
嶽
の
長
為
り
、
灊
山
九
天
司
命
は
九
天
の
生
籍
を
主
り
、
廬
山
九
天
使
者
は
三
天
の
録
を
執
り
、
万
神
を
弾
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糾
す
。
皆
な
五
嶽
の
上
司
為
り
（
青
城
丈
人
爲
五
嶽
之
長
、
灊
山
九
天
司
命
主
九
天
生
籍
、
廬
山
九
天
使
者
執
三
天
之
録
、
弾
紏
萬
神
、

皆
爲
五
嶽
上
司
）」
と
あ
り
、
青
城
山
の
五
嶽
丈
人
、
灊
山
（
安
徽
省
）
の
九
天
司
命
、
廬
山
（
江
西
省
）
の
九
天
使
者
は
唐
末
に
は

五
岳
の
補
佐
を
す
る
神
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（8
（

。
ま
た
同
じ
く
杜
光
庭
の
『
洞
天
福
地
嶽
瀆
名
山
記
』

に
は
、
そ
れ
ら
の
三
つ
の
山
を
「
佐
命
山
三
上
司
山
」
と
総
称
し
、「
五
嶽
の
佐
理
」
で
あ
る
と
し
て
い
る（

（8
（

。

「
真
君
殿
記
」
に
は
、
五
嶽
丈
人
が
衆
生
を
保
護
し
て
き
た
た
め
祭
祀
が
絶
え
ず
、
国
家
も
祭
祀
の
対
象
と
し
て
き
た
と
記
さ
れ
る
。

こ
の
真
君
殿
の
創
建
を
主
導
し
た
の
は
、
王
文
正
と
い
う
道
士
で
あ
る
。
王
は
も
と
も
と
「
青
城
山
観
」（
五
嶽
丈
人
を
祭
祀
し
て
い

た
丈
人
観
？
）
の
住
持
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
上
述
の
通
り
、
青
城
山
は
五
嶽
丈
人
が
つ
か
さ
ど
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
信
仰
の
中
心

地
で
あ
っ
た
。
王
は
益
州
の
天
慶
観
に
移
っ
て
き
た
あ
と
も
、
五
嶽
丈
人
へ
の
信
仰
を
保
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
王
は
「
道

正
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
地
の
指
導
的
な
立
場
に
い
た
道
士
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
真
君
殿
記
」
に
よ
る
と
、
真
君
殿
の
大
き
さ
は
「
五
間
」、「
両
掖
廊
廡
」
が
そ
な
わ
っ
て
お
り
、
邑
人
の
楊
昌
義
（
の
寄
進
）
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
殿
内
に
は
五
嶽
丈
人
と
左
右
の
掖
侍
（
の
神
）
の
像
が
設
置
さ
れ
、「
五
嶽
地
君
」「
四
瀆
公
」

の
絵
画
も
描
か
れ
た
。
こ
の
地
君
や
四
瀆
公
も
山
川
の
神
々
で
あ
り
、
五
岳
真
君
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
像
と
絵
画
は
、「
錦
江
の
逸
士
」
李
懐
袞
、「
里
中
の
宿
儒
」
王
中
吉
、「
夔
州
の
助
教
」
袁
琪
、「
新
安
の
耆
艾
」
兪
進
光
、

「
華
陽
の
信
士
」
湯
元
禎
ら
の
寄
進
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
。
儒
者
を
ふ
く
め
た
、
地
域
の
声
望
の
あ
る
人
々
に
支
持
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

天
慶
観
と
地
方
信
仰
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
資
料
と
し
て
、
江
南
西
路
転
運
司
で
あ
っ
た
李
沖
元
が
元
符
二
年
（
一
〇
九
九
）
に
記

し
た
「
三
真
記
」（『
華
蓋
山
浮
丘
王
郭
三
真
君
事
実
』
巻
一
所
収
）
も
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
三
真
と
さ
れ
る
の
は
、
浮
丘
公
と
そ
の
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弟
子
で
あ
る
王
真
君
と
郭
真
君
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
三
人
の
神
仙
は
華
蓋
山
（
現
在
の
江
西
省
）
で
信
仰
さ
れ
て
き
た
神
で
あ
る（

（8
（

。

唐
代
の
顔
真
卿
が
そ
れ
ら
の
神
仙
に
つ
い
て
記
し
た
「
唐
撫
州
崇
仁
県
橋
仙
観
王
郭
二
真
君
碑
銘
」（
同
上
書
の
巻
一
所
収
）
も
残

さ
れ
て
お
り
、
唐
代
の
前
半
に
は
華
蓋
山
で
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
顔
真
卿
に
よ
れ
ば
、
王
真
君
は
王
方
平
（
神
仙
の

王
遠
）
の
再
従
（
は
と
こ
）、
郭
真
君
は
王
真
君
の
族
弟
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
王
・
郭
の
二
真
君
は
晋
の
元
康
三
年
（
二
九
三
）

に
昇
仙
し
た
と
す
る
。
し
か
し
、
二
真
君
の
名
前
す
ら
も
明
確
で
は
な
く
、
来
歴
が
は
っ
き
り
し
な
い
神
仙
で
あ
る
。
た
だ
し
、
二
真

君
は
日
照
り
が
あ
れ
ば
雨
を
降
ら
し
た
り
、
急
死
し
た
人
が
い
れ
ば
符
で
蘇
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
顔
真
卿

の
当
時
に
は
主
に
雨
乞
い
に
霊
験
が
あ
る
神
仙
と
し
て
祭
祀
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
名
前
も
わ
か
ら
な
い
神
仙
を
信
仰
す
る
と
い

う
の
は
少
々
違
和
感
が
あ
る
が
、
霊
験
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
そ
の
正
体
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
気
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
三
真
記
」
に
よ
れ
ば
、
宋
代
に
至
っ
て
も
華
蓋
山
で
は
三
真
を
祭
祀
す
る
廟
が
設
け
ら
れ
、
浮
丘
公
・
王
真
君
・
郭
真
君
の
像
が

設
置
さ
れ
て
い
た
。
元
符
二
年
、
洪
州
（
現
在
の
江
西
省
）
で
は
日
照
り
が
続
い
た
。
そ
こ
で
転
運
使
が
三
真
君
が
霊
験
を
示
す
の
を

聞
き
、
そ
の
依
頼
に
よ
っ
て
崇
仁
県
の
主
簿
で
あ
る
葉
祖
文
が
潔
斎
し
て
廟
に
行
っ
て
三
神
仙
の
像
を
府
城
に
持
ち
帰
っ
た
。
城
門
の

外
で
は
官
人
た
ち
が
出
迎
え
、
像
は
天
慶
観
に
安
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
雨
乞
い
を
す
る
と
雨
が
三
日
間
降
り
続
い
た
と
い
う
（
お
そ

ら
く
、
道
士
も
雨
乞
い
に
参
加
し
、
道
教
式
の
儀
礼
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
）。

こ
の
霊
験
に
先
立
ち
、
熙
寧
八
年
（
一
〇
七
五
）
に
王
・
郭
の
二
神
仙
は
霊
験
が
あ
る
と
し
て
宋
朝
の
公
認
を
受
け
、
王
は
冲
応
真

君
、
郭
は
誠
應
真
君
と
い
う
称
号
を
授
か
っ
て
い
る
（『
華
蓋
山
浮
丘
王
郭
三
真
君
事
実
』
巻
二
「
勅
封
王
郭
二
真
詔
書
」）。
転
運
使

が
三
神
仙
の
神
像
を
府
城
に
迎
え
さ
せ
た
の
も
、
現
地
の
評
判
と
と
も
に
、
宋
朝
の
公
認
が
あ
っ
た
こ
と
が
一
因
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

三
神
仙
の
像
が
宋
朝
公
認
の
天
慶
観
に
置
か
れ
た
と
い
う
の
は
、
地
方
の
神
の
力
を
宋
朝
が
頼
る
と
い
う
図
式
を
象
徴
的
に
あ
ら
わ
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
こ
の
雨
乞
い
の
成
功
に
よ
っ
て
、
王
・
郭
の
師
で
あ
る
浮
丘
公
に
も
賜
号
す
る
よ
う
宋
朝
に
働
き
か
け
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が
な
さ
れ
、
翌
年
の
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）
に
は
超
応
真
君
と
い
う
称
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
（『
華
蓋
山
浮
丘
王
郭
三
真
君
事

実
』
巻
二
「
哲
宋
皇
帝
封
浮
丘
先
生
為
超
應
真
君
」）。

小
結

以
上
、
天
慶
観
に
関
す
る
資
料
を
中
心
に
、
天
慶
観
に
設
置
さ
れ
た
各
種
の
施
設
、
天
慶
観
で
活
動
し
て
い
た
道
士
の
職
掌
、
さ
ら

に
天
慶
観
に
お
け
る
宗
教
活
動
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
宋
代
の
一
般
的
な
道
観
の
概
要
は
明
ら
か
に
し
え
た
と
思

う
。し

か
し
、
資
料
不
足
に
よ
り
、
ま
だ
不
明
な
点
も
多
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
仏
教
関
連
の
資
料
を
参
照
し
た
り
、
前
代
の
唐
代

や
元
代
以
降
の
資
料
と
対
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）
唐
代
剣
『
宋
代
道
教
管
理
制
度
研
究
』（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
三
年
）
は
宋
代
の
道
教
制
度
に
つ
い
て
、
史
料
を
あ
げ
な
が
ら
要
点
を
ま

と
め
て
お
り
、
道
観
の
制
度
も
概
括
し
て
い
る
。
汪
聖
鋒
『
宋
代
政
教
関
係
研
究
』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
は
、
さ
ら
に
詳
細

に
宋
代
独
自
の
各
種
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。
近
年
で
は
、
張
龍
成
・
武
清
暘
・
金
愷
文
・
袁
玉
梅
『
宋
代
道
教
管
理
制
度
与
政
策
研

究
』（
四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）
も
出
版
さ
れ
、
第
二
章
で
道
観
の
制
度
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

本
邦
で
は
、
横
手
裕
「
道
教
と
唐
宋
王
朝
」（
小
島
毅
編
『
東
ア
ジ
ア
の
王
権
と
宗
教
（
ア
ジ
ア
遊
学
一
五
一
）』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一

二
年
）
が
、
唐
朝
・
宋
朝
と
道
教
の
か
か
わ
り
と
政
策
・
制
度
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
拙
稿
「
宋
代
の
道
観
―
―
茅
山
を
中

心
に
」（
平
田
茂
樹
・
山
口
智
哉
・
小
林
隆
道
・
梅
村
尚
樹
編
『
宋
代
と
は
何
か
（
ア
ジ
ア
遊
学
二
七
七
）』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
二
年
）
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は
、
宋
代
の
道
観
に
つ
い
て
概
観
し
、
最
新
の
研
究
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
天
慶
観
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
汪
聖
鋒
氏
前
掲
書
第
二
十
三
章
「
宋
代
的
天
慶
観
」
で
概
説
さ
れ
て
い
る
。
本
節
と
内
容
が
一
部
重
複

し
て
い
る
が
、
行
論
の
都
合
上
、
本
稿
で
も
天
慶
観
の
制
度
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
3
）
こ
の
事
件
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
楠
山
春
樹
「
道
教
に
お
け
る
黄
帝
と
老
子
」（『
日
本
中
国
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念
論
文
集
』
汲
古

書
院
、
一
九
九
八
年
）
や
福
島
正
「
天
書
始
末
記
」（『
中
国
思
想
に
お
け
る
身
体
・
自
然
・
信
仰
―
―
坂
出
祥
伸
先
生
退
休
記
念
論
集
』

東
方
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
吾
妻
重
二
「
宋
代
の
景
霊
宮
に
つ
い
て
―
―
道
教
祭
祀
と
儒
教
祭
祀
の
交
差
」（
同
『
宋

代
思
想
の
研
究
―
―
儒
教
・
道
教
・
仏
教
を
め
ぐ
る
考
察
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年
）
に
は
、
真
宗
時
代
に
お
け
る
崇
道
政
策

が
簡
潔
に
整
理
さ
れ
て
お
り
非
常
に
参
考
に
な
る
。

（
4
）
唐
氏
前
掲
書
第
二
章
「
宋
真
宗
的
神
道
設
教
」、
汪
氏
前
掲
書
第
二
章
「
宋
真
宗
的
以
神
道
設
教
」
を
参
照
。

（
5
）『
世
界
歴
史
大
系　

中
国
史
3
―
―
五
代
～
元
』
第
二
章
第
二
節
（
執
筆
者
は
梅
原
郁
。
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
6
）
胡
聘
之
（
編
）『
山
右
石
刻
叢
編
』
巻
十
二
「
天
慶
観
碑
」（『
石
刻
史
料　

新
編
（
第
一
輯
）』
巻
二
十
所
収
影
印
本
）、
司
義
祖
（
校
）

『
宋
大
詔
令
集
』
巻
一
七
九
（
中
華
書
局
点
校
本
、
一
九
六
二
年
）
な
ど
。
な
お
、『
石
刻
史
料
新
編
』
な
ど
、
本
稿
で
た
び
た
び
引
用
さ

れ
る
叢
書
に
つ
い
て
は
、
文
末
に
書
誌
情
報
を
ま
と
め
て
提
示
す
る
。
ま
た
、
依
拠
し
た
版
本
は
初
出
の
際
に
示
し
、
そ
れ
以
後
は
省
略

す
る
。

（
7
）
徐
松
（
輯
）『
宋
会
要
輯
稿
』
巻
二
（
中
華
書
局
影
印
本
、
一
九
五
七
年
）。
劉
琳
ら
に
よ
る
点
校
本
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
も

参
照
し
た
。

（
8
）
李
濤
（
撰
）、
上
海
師
範
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
・
華
東
師
範
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
（
点
校
）『
続
資
治
通
鑑
長
編
（
第
二
版
）』（
中

華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
9
）
蘇
州
の
天
慶
観
（
元
妙
観
）
に
つ
い
て
は
、
顧
沅
（
輯
）『
元
妙
観
志
』（
民
国
十
六
年
）
に
関
連
資
料
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、『
中
国
道

観
志
叢
書
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
も
影
印
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
黄
寿
琪
・
薄
建
華
編
著
『
蘇
州
玄
妙
観
』（
中

国
旅
游
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
は
、
こ
の
道
観
の
建
築
物
・
関
連
す
る
文
物
や
現
在
に
至
る
ま
で
の
沿
革
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
蘇
州
は
政
和
三
年
（
一
一
一
三
）
に
平
江
府
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
現
在
も
使
用
さ
れ
る
地
名
で
あ
る
蘇
州
に
統
一
し
て
表
記
す
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る
。

（
10
）
南
宋
に
作
成
さ
れ
た
蘇
州
の
地
図
の
石
刻
で
あ
る
「
平
江
図
」
の
中
に
は
、
天
慶
観
の
姿
が
確
認
で
き
、
当
時
か
ら
蘇
州
の
名
跡
と
認

識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
中
国
近
世
の
都
市
と
文
化
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
四
年
）
に
は
「
平
江
図
」
の
拓
影

が
付
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
京
都
大
学
の
人
文
科
学
研
究
所
が
拓
本
の
写
真
を
公
開
し
て
い
る
。（http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/

db-m
achine/im

gsrv/takuhon/type_a/htm
l/sou0502d.htm

l

。
二
〇
二
三
年
十
月
閲
覧
）。
ち
な
み
に
、
蘇
州
を
代
表
す
る
繁
華

街
は
「
観
前
街
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
観
」
は
元
妙
観
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
現
在
で
も
現
地
で
は
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
み
な

さ
れ
て
い
る
。

（
11
）『
宋
元
方
志
叢
刊
』
所
収
影
印
本
。

（
12
）『
宋
元
方
志
叢
刊
』
所
収
影
印
本
。

（
13
）
陸
耀
遹
（
撰
）・
陸
増
祥
（
校
訂
）『
金
石
続
編
』
巻
十
九
（『
石
刻
史
料
新
編
（
第
一
輯
）』
第
五
冊
所
収
影
印
本
）。

（
14
）
江
蘇
通
志
局
『
江
蘇
金
石
志
』
巻
十
六
（『
石
刻
史
料
新
編
（
第
一
輯
）』
第
十
三
冊
所
収
影
印
本
）。

（
15
）
談
鑰
（
纂
修
）『
嘉
泰
呉
興
志
』
巻
六
・
宮
観
（『
宋
元
方
志
叢
刊
』
所
収
影
印
本
）。

（
16
）
張
孝
祥
「
跋
道
徳
経
碑
」（『
于
湖
居
士
文
集
』
巻
二
十
八
、『
四
部
叢
刊
』
本
）。

（
17
）
劉
克
荘
「
饒
州
天
慶
観
新
建
朝
元
閣
記
」（『
後
村
先
生
大
全
集
』
巻
二
十
九
、『
四
部
叢
刊
』
本
）。

（
18
）
劉
弇
「
吉
州
新
修
天
慶
観
三
清
殿
記
」（『
龍
雲
集
』
巻
二
十
三
、『
四
庫
全
書
』
本
）。

（
19
）『
景
定
建
康
志
』
巻
四
十
五
・
祠
祀
二
（『
宋
元
方
志
叢
刊
』
所
収
影
印
本
）。

（
20
）『
至
順
鎮
江
志
』
巻
十
・
道
観
（『
宋
元
方
志
叢
刊
』
所
収
影
印
本
）。

（
21
）
南
宋
の
御
前
宮
観
に
つ
い
て
は
、
呉
小
紅
「
南
宋
御
前
宮
観
在
元
代
変
遷
―
兼
論
江
南
幾
個
道
派
的
沉
浮
」（『
馬
可
波
羅
遊
歴
過
的
城

市
―Q

uinsay:

元
代
杭
州
研
究
文
集
』
所
収
。
杭
州
出
版
社
，
二
〇
一
二
年
を
参
照
。

（
22
）
高
士
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
前
掲
汪
氏
著
の
第
十
六
章
「
南
宋
御
前
宮
観
的
高
士
」、
お
よ
び
拙
稿
「
被
簒
奪
的
茅
山
宗
師
之
地
位
」

（『
華
人
宗
教
研
究
』
第
十
期
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

（
23
）
三
清
と
次
に
述
べ
る
玉
皇
に
つ
い
て
は
、
蜂
屋
邦
夫
「
道
教
の
最
高
神
―
―
玉
皇
・
三
清
と
神
々
の
系
統
」（
野
口
鐵
郎
・
田
中
文
雄 
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編
『
道
教
の
神
々
と
祭
り
』
所
収
。
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
24
）
王
福
梅
「
福
建
莆
田
元
妙
観
与
《
神
霄
玉
清
万
寿
宮
詔
》
碑
考
析
」（『
世
界
宗
教
研
究
』
二
〇
一
九
年
第
五
期
）
を
参
照
。

（
25
）
鄭
𦾵
等
（
修
）
桂
玷
等
（
纂
）『
宣
統　

南
海
県
志
』
巻
十
二
（『
中
国
方
志
叢
書
（
第
二
期
・
華
南
地
方
・
広
東
省
）』
所
収
影
印
本
）。

（
26
）『
宣
統　

南
海
県
志
』
巻
二
十
四
。

（
27
）
宋
代
に
お
け
る
玉
皇
信
仰
に
つ
い
て
は
、
砂
山
稔
「
玉
皇
大
帝
と
宋
代
道
教
―
―
蘇
軾
を
中
心
に
し
て
」（
同
『
赤
壁
と
碧
城
―
唐
宋
の

文
人
と
道
教
―
』
第
二
部
第
五
章
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
）、
お
よ
び
山
内
弘
一
「
北
宋
の
国
家
と
玉
皇
―
―
新
礼
恭
謝
天
地
を
中

心
に
」（『
東
方
學
』
第
六
十
二
輯
、
一
九
八
一
年
）
を
参
照
。

（
28
）
黄
桂
（
修
）・
宋
驤
（
纂
）・
李
敏
廸
（
増
修
）『（
康
熙
）
太
平
府
志
』
巻
三
十
六
（『
中
国
方
志
叢
書
（
第
二
期
・
華
中
地
方
・
安
徽

省
）』
所
収
影
印
本
）。

（
29
）
史
能
之
（
纂
修
）『
咸
淳
毘
陵
志
』
巻
二
十
五
「
仙
釈
」、
単
慶
（
修
）・
徐
碩
（
纂
）『
至
元
嘉
禾
志
』
巻
十
二
「
宮
観
」（
と
も
に
『
宋

元
方
志
叢
刊
』
所
収
影
印
本
）。

（
30
）「
天
慶
観
碑
」（『
山
右
石
刻
叢
編
』
巻
十
二
）。

（
31
）『
鶴
山
先
生
大
全
文
集
』
巻
五
十
（『
四
部
叢
刊
』
本
）。

（
32
）
潜
説
友
（
纂
修
）『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
七
十
五
（『
宋
元
方
志
叢
刊
』
所
収
影
印
本
）。

（
33
）
徐
松
（
輯
）・
陳
智
超
（
整
理
）『
宋
会
要
輯
稿
補
編
』（
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
・
新
華
書
店
北
京
発
行
所
、
一
九
八
八
年
）。

（
34
）
脱
脱
等
（
撰
）『
宋
史
』（
中
華
書
局
点
校
本
、
一
九
七
七
年
）。
玉
清
昭
応
宮
に
つ
い
て
は
、
呉
羽
「
玉
清
昭
応
宮
与
宋
代
礼
儀
」（
同
『
唐

宋
道
教
与
世
俗
礼
儀
互
動
研
究
』
所
収
。
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
久
保
田
和
男
「
玉
清
昭
応
宮
の
建
造
と
そ
の
炎
上

―
宋
真
宗
か
ら
仁
宗
（
劉
太
后
）
時
代
の
政
治
文
化
の
変
化
に
よ
せ
て
」（『
宋
都
開
封
の
成
立
』
所
収
。
汲
古
書
店
、
二
〇
二
三
年
）

を
参
照
。

（
35
）『
文
荘
集
』
巻
二
十
一
（『
四
庫
全
書
珍
本
初
集
』
所
収
影
印
本
）、
黃
㽦
・
斉
碩
（
修
）・
陳
耆
卿
等
（
纂
）『
嘉
定
赤
城
志
』
巻
三
十
一

（『
宋
元
方
志
叢
刊
』
所
収
影
印
本
）。

（
36
）
北
極
四
聖
に
つ
い
て
は
、
劉
枝
万
「
天
蓬
神
と
天
蓬
呪
に
つ
い
て
」（
秋
月
観
暎
編
『
道
教
と
宗
教
文
化
』
所
収
。
平
河
出
版
社
、
一
九
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八
七
年
）
を
参
照
。

（
37
）『
道
蔵
』
第
三
十
二
巻
所
収
。
翊
聖
保
徳
真
君
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
劉
枝
万
氏
論
文
、
お
よ
び
中
嶋
隆
蔵
「『
軒
轅
本
紀
』
と
『
翊
聖

保
徳
真
君
伝
』
―
北
宋
真
宗
時
代
、
読
書
人
層
に
於
け
る
道
教
思
想
の
一
側
面
」（
同
『
雲
笈
七
籤
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
。
研
文
出
版
、

二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
38
）
宋
代
の
真
武
神
に
対
す
る
信
仰
に
つ
い
て
は
、
唐
代
剣
「
論
真
武
神
在
宋
代
的
塑
造
与
流
伝
」（『
中
国
文
化
研
究
』
秋
之
巻
、
二
〇
〇

〇
年
）、
荘
宏
誼
「
宋
代
玄
天
上
帝
信
仰
的
流
伝
与
祭
奉
儀
式
」（
四
川
大
学
宗
教
研
究
所
編
『
道
教
神
仙
信
仰
研
究
』
所
収
。
中
華
道
統

出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
二
階
堂
善
弘
「
玄
天
上
帝
の
変
容

―
数
種
の
経
典
間
の
相
互
関
係
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
方
宗
教
』
第
九
十

一
号
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
宋
代
に
お
け
る
真
武
神
の
図
像
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
真
武
神
の
図
像
の
新
資
料

―
北
京
大

学
図
書
館
所
蔵
の
拓
本
を
中
心
に
」（『
ア
ジ
ア
の
思
想
と
宗
教
』
第
十
六
号
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
39
）『
雲
巣
編
』
巻
七
（『
四
部
叢
刊
（
三
編
）』
所
収
、
上
海
書
店
、
一
九
八
五
～
一
九
八
六
年
）。

（
40
）
宋
代
に
お
け
る
東
岳
大
帝
に
対
す
る
信
仰
と
祀
廟
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
、
水
越
知
「
宋
元
時
代
の
東
岳
廟

―
地
域
社
会
の
中
核
的

信
仰
と
し
て
」（『
史
林
』
第
八
十
六
巻
第
五
号
、
二
〇
〇
三
年
）、
周
郢
「
東
岳
廟
在
全
国
的
伝
播
与
分
析
」（『
泰
山
学
院
学
報
』
第
三

十
巻
第
二
期
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。『
北
渓
字
義
』
は
熊
国
禎
と
高
流
水
に
よ
る
点
校
本
を
使
用
し
た
（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）。

（
41
）『
宣
統　

南
海
県
志
』
巻
二
十
八
。

（
42
）『
雪
坡
舎
人
集
』
巻
四
十
六
（『
四
庫
全
書
』
本
）。

（
43
）『
宋
会
要
輯
稿
』
礼
二
十
・
五
十
六
「
梓
潼
帝
祠
」。

（
44
）
宋
代
に
お
け
る
文
昌
帝
君
の
信
仰
に
つ
い
て
は
、
森
田
憲
司
「
文
昌
帝
君
の
成
立

―
地
方
神
か
ら
科
挙
の
神
へ
」（
同
『
元
代
知
識
人

と
地
域
社
会
』
第
九
章
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
45
）『
道
蔵
』
第
三
十
二
巻
所
収
。
南
宋
時
代
の
文
人
で
あ
る
周
必
大
と
陸
游
は
そ
の
鐘
楼
を
実
際
に
見
て
お
り
、
陸
游
は
そ
の
紀
行
文
『
入

蜀
記
』
に
鐘
楼
は
三
層
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
拙
稿
「
宋
代
遊
記
中
所
見
的
洞
天
福
地
与
道
観
」（
呂
舟
・
崔
光
海
主
編
『
二
〇
一

九
年
第
一
届
洞
天
福
地
研
究
与
保
護
国
際
研
討
会
論
文
集
』
所
収
。
二
〇
二
一
年
、 

科
学
出
版
社
）
を
参
照
。

（
46
）
鄧
牧
（
輯
）・
孟
宗
宝
（
集
）『
洞
霄
図
志
』（『
知
不
足
斎
叢
書
』
第
十
五
集
）。
洞
霄
宮
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
第
三
十
四
小
洞
天
「
天
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目
山
洞
（
大
滌
玄
蓋
洞
天
）」
と
洞
霄
宮
の
現
況
」（『
洞
天
福
地
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
一
三
年
）、
拙
稿
「
宋
元
時
期
甲
乙
住
持
之
道

観
：
以
洞
霄
宮
為
中
心
」（
黎
志
添
編
著
『
道
教
図
像
・
考
古
与
儀
式　

宋
代
道
教
的
演
変
与
特
色
』
所
収
。
香
港
中
文
大
学
出
版
社
、

二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。
ま
た
、『
洞
霄
図
志
』
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
王
宗
昱
「『
洞
霄
図
志
』
的
版
本
」（
連
曉
鳴
主
編
『
天
台
山
曁

浙
江
区
域
道
教
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
所
収
。
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
47
）『
宝
慶
会
稽
続
志
』（『
宋
元
方
志
叢
刊
』
所
収
影
印
本
）。

（
48
）『
道
蔵
』
第
三
十
二
巻
所
収
。

（
49
）
徐
神
翁
に
つ
い
て
は
、
解
亜
珠
「
宋
元
時
期
通
俗
文
学
対
徐
神
翁
信
仰
的
推
動
与
重
塑
」（『
宗
教
学
研
究
』
二
〇
一
八
年
第
一
期
）
に

各
種
資
料
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
徐
神
翁
信
仰
の
変
遷
に
つ
い
て
も
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
50
）
宋
代
に
お
け
る
僧
侶
・
道
士
の
雲
水
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
石
川
重
雄
「
宋
元
時
代
に
お
け
る
接
待
・
施
水
庵
の
展
開

―
僧
侶
の
遊

行
と
民
衆
教
化
活
動
」（
宋
代
史
研
究
会
編
『
宋
代
の
知
識
人

―
思
想
・
制
度
・
地
域
社
会
』
所
収
。
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
）
を

参
照
。

（
51
）
唐
代
の
道
観
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
資
料
か
ら
復
元
が
進
ん
で
お
り
、
参
考
に
な
る
。
都
築
晶
子
「
唐
代
中
期
の
道
観

―
空
間
・

経
済
・
戒
律
」（
吉
川
忠
夫
編
『
唐
代
の
宗
教
』
所
収
。
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）：K

ohn, Livia, A
 H

om
e for the Im

m
ortals: 

T
he Layout and D

evelopm
ent of M

edieval D
aoist M

onasteries, A
cta O

rientalia A
cadem

iae Scientiarum
 H

ungaricae 
53,  1/2 (2000): 79-106.

（
52
）
宋
代
の
寺
院
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
横
山
秀
哉
『
禅
の
建
築
』（
彰
国
社
、
一
九
六
七
年
）、
関
口
欣
也
著
作
集
第
二
巻
『
江
南
禅
院
の

源
流
、
高
麗
の
発
展
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、
同
著
作
集
第
三
巻
『
五
山
と
禅
院
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一

六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
53
）
宋
代
の
道
観
に
お
け
る
住
持
制
度
に
つ
い
て
は
、
上
掲
の
拙
稿
「
宋
元
時
期
甲
乙
住
持
之
道
観
：
以
洞
霄
宮
為
中
心
」
を
参
照
。
ま
た
、

元
代
道
教
の
事
例
も
住
持
制
度
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
。
高
橋
文
治
「
張
留
孫
の
登
場
前
後
」、
同
「
承
天
観
公
据
に
つ
い
て
」（
と

も
に
同
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
道
教
文
書
の
研
究
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）、
お
よ
び
劉
暁
「
元
代
道
教
公
文
初
探
―
以
《
承
天

観
公
拠
》
与
《
霊
応
観
甲
乙
住
持
劄
符
碑
》
為
中
心
―
」（『
東
方
学
報
（
京
都
）』、
第
八
十
六
冊
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。
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さ
ら
に
、
宋
代
の
仏
教
に
お
け
る
住
持
制
も
参
考
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
高
雄
義
堅
『
宋
代
仏
教
史
の
研
究
』（
百
華
苑
、
一
九
七
五

年
五
月
）、
金
井
徳
幸
「
南
宋
時
代
の
寺
院
と
住
持
制
」（『
中
国
の
宗
教
と
社
会
』
所
収
。
不
昧
堂
書
店
、
一
九
六
五
年
一
月
）、
同
「
宋

代
禅
刹
の
形
成
過
程

―
十
方
住
持
の
法
制
化
」（『
駒
沢
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第
十
五
号
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）
を
参
照
。

（
54
）『
須
渓
集
』
巻
六
（『
四
庫
全
書
』
本
）。

（
55
）
小
林
隆
道
「
蘇
州
玄
妙
観
元
碑
「
天
慶
観
甲
乙
部
符
公
拠
」
考
」（
同
『
宋
代
中
国
の
統
治
と
文
書
』
所
収
。
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四

年
）
を
参
照
。

（
56
）『
景
定
建
康
志
』
巻
四
十
五
。

（
57
）
当
時
、
地
位
が
下
の
役
職
か
ら
順
番
に
記
し
て
い
く
の
が
通
例
だ
っ
た
ら
し
く
、
実
際
の
碑
文
で
は
知
庫
道
士
か
ら
逆
順
に
記
さ
れ
て

い
る
。

（
58
）
拙
稿
「
宋
元
時
期
甲
乙
住
持
之
道
観
」
を
参
照
。
な
お
、
宋
代
に
お
い
て
「
宮
」
は
大
規
模
な
道
観
に
つ
け
ら
れ
る
名
称
で
あ
る
。

（
59
）
後
述
す
る
「
天
慶
観
開
啓
天
申
聖
節
申
状
」
で
も
、
住
持
と
知
観
事
は
同
一
人
物
で
あ
る
。

（
60
）
宋
代
に
お
け
る
道
官
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
唐
氏
前
掲
書
・
中
篇
第
二
章
「
道
官
制
度
」、
汪
氏
前
掲
書
・
第
十
七
章
「
網
絡
的
完
善
与

被
分
割

―
宋
朝
僧
道
官
制
度
」
を
参
照
。

（
61
）
常
崇
道
「
天
慶
観
石
幢
題
記
」（『
道
家
金
石
略
』
所
収
。
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）。

（
62
）
彭
乗
「
天
慶
観
五
嶽
真
君
殿
記
」（
袁
説
友
等
（
編
）・
趙
暁
蘭
（
整
理
）『
成
都
文
類
』
巻
三
十
七
。
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）。

（
63
）
劉
弇
「
吉
州
新
修
天
慶
観
三
清
殿
記
」（
上
掲
）。

（
64
）
こ
れ
ら
道
観
内
部
の
役
職
に
つ
い
て
は
資
料
が
乏
し
く
、
宋
代
の
仏
寺
に
関
す
る
資
料
が
参
考
に
な
る
。
汪
氏
前
掲
書
第
十
七
章
の

「
附
：
関
於
寺
観
僧
道
職
的
名
目
、
称
呼
」
で
は
、
主
に
仏
寺
内
部
の
管
理
職
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
65
）
常
崇
道
「
天
慶
観
石
幢
題
記
」（
上
掲
）。

（
66
）
上
海
文
物
管
理
委
員
会
・
上
海
博
物
館
編
『
宋
人
佚
簡
』
巻
五
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）。
ち
な
み
に
、
こ
の
資
料
で
は
、

住
持
（
兼
：
筆
者
注
）
知
観
事
、
上
座
道
士
、
監
斎
道
士
、
直
歳
道
士
の
順
に
道
士
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
蘇
州
天
慶
観
の
資
料
と
同
じ

順
番
で
あ
る
。
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（
67
）
李
林
甫
等
（
撰
）『
唐
六
典
』
巻
四
に
は
、「
毎
觀
觀
主
一
人
・
上
座
一
人
・
監
齋
一
人
、
共
綱
統
衆
事
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
職
掌
や
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
記
述
が
無
い
（
陳
仲
夫
点
校
本
、
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）。
同
じ
く
『
唐
六
典
』
巻
四
で
は
、
仏

寺
に
つ
い
て
も
「
毎
寺
上
座
一
人
・
寺
主
一
人
・
都
維
那
一
人
、
共
綱
統
衆
事
」
と
あ
る
。
仏
教
で
は
こ
の
三
名
を
「
三
綱
」
と
称
し
て

い
る
。
王
仲
尭
「
制
度
変
遷
視
野
下
的
三
綱
制
度
」（
同
『
南
宋
仏
教
制
度
文
化
研
究
（
上
）』
第
三
章
第
一
節
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
一

二
年
）
で
は
、
唐
代
の
三
綱
制
度
か
ら
宋
代
に
お
け
る
寺
院
内
の
管
理
職
に
い
た
る
変
遷
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
お
り
参
考
に
な
る
が
、

具
体
的
な
職
掌
に
つ
い
て
は
や
は
り
不
明
な
点
が
多
い
。

（
68
）『
禅
苑
清
規
』
に
つ
い
て
は
、
鏡
島
元
隆
・
佐
藤
達
玄
・
小
坂
機
融
『
訳
注
禅
苑
清
規
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
七
二
年
）
を
参
照
。『
禅

苑
清
規
』
の
テ
キ
ス
ト
も
同
書
の
校
訂
本
に
よ
る
。
ま
た
、
林
徳
立
「『
禅
苑
清
規
』
の
構
造
に
反
映
さ
れ
た
北
宋
叢
林
機
構
の
実
態
」

（
同
『
中
国
清
規
史
の
研
究
』
第
四
章
第
五
節
）
で
は
、『
禅
苑
清
規
』
に
見
え
る
寺
院
内
の
役
職
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
69
）
三
島
一
「
叢
林
に
お
け
る
庫
司
の
職
掌
に
関
す
る
一
考
察
」（
加
藤
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
東
洋
史
集
説　

加
藤
博
士
還
暦

記
念
』
所
収
。
冨
山
房
、
一
九
四
二
年
）
を
参
照
。

（
70
）
道
教
の
儀
礼
書
に
は
、
し
ば
し
ば
「
監
斎
」
と
い
う
役
職
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
斎
（
道
教
の
儀
礼
）
を
監
督
す
る
と
い
う
職
掌
で

あ
る
。
儀
礼
は
道
教
の
主
要
な
宗
教
活
動
で
あ
り
、
道
観
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
道
観
内
部
の
職
掌
と
し
て
、
儀
礼
の
監
督
者

と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
道
観
の
管
理
職
と
し
て
考
え
た
場
合
、
ま
た
、
道
観
の
施
設
（
斎
堂
）
か
ら
し

て
も
、
や
は
り
食
事
や
食
費
の
こ
と
を
管
轄
し
て
い
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
71
）
前
掲
汪
氏
著
書
第
二
十
三
章
第
三
節
で
は
、
天
慶
観
で
行
わ
れ
た
儀
礼
の
青
詞
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
と
内
容
が
一
部
重

複
し
て
い
る
が
、
行
論
の
都
合
上
、
重
複
を
い
と
わ
ず
に
研
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
各
地
の
天
慶
観
で
は
、
信
者
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
道
教
儀
礼
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
の
で
機
会
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
い
。

（
72
）
砂
山
稔
前
掲
書
第
二
部
「
宋
代
の
文
人
と
道
教
」
に
は
、
欧
陽
修
・
王
安
石
・
蘇
軾
な
ど
、
宋
代
の
文
人
が
残
し
た
青
詞
を
用
い
た
研

究
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
73
）『
元
憲
集
』
巻
一
八
（『
四
庫
全
書
』
本
）。

（
74
）『
玉
堂
類
稿
』
巻
十
二
（『
佚
存
叢
書
』
本
）。
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（
75
）『
洛
水
集
』
巻
二
十
一
（『
四
庫
全
書
』
本
）。

（
76
）『
西
山
文
集
』
所
収
（『
四
庫
全
書
』
本
）。
丸
山
宏
「
宋
と
高
麗
の
道
教
青
詞
に
関
す
る
比
較
考
察

―
道
教
儀
礼
文
書
の
東
ア
ジ
ア
的

展
開
」（
同
『
道
教
儀
礼
文
書
の
歴
史
的
研
究
』
第
二
部
第
五
章
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、
真
徳
秀
の
青
詞
に
つ
い
て
総
合

的
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
松
本
浩
一
「
祀
廟
の
位
置
づ
け
と
知
識
人
の
貢
献
」（
同
『
宋
代
の
道
教
と
民
間
信
仰
』
第
一
章
第
五
節
、

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
に
お
い
て
も
、
真
徳
秀
の
青
詞
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
真
徳
秀
が
地
方
官
と
し
て
行
っ
た
祭
祀
と
そ

の
願
文
に
つ
い
て
は
、
小
島
毅
『
中
国
近
世
に
お
け
る
礼
の
言
説
』
第
四
章
「
真
徳
秀
の
祈
り
」（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）

を
参
照
。

（
77
）
宋
代
の
道
教
に
お
け
る
鐘
の
信
仰
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
宋
代
道
教
的
鐘
信
仰
」（
高
雄
道
徳
院
・
正
修
科
学
技
大
学
編
『
二
〇
一
五
年

宗
教
生
命
関
懐
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
所
収
。
正
修
科
学
技
大
学
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。
以
下
、
こ
の
拙
稿
と
内
容
が
一
部
重

複
す
る
が
、
掲
載
さ
れ
た
論
文
集
が
一
般
に
入
手
し
づ
ら
い
こ
と
、
天
慶
観
に
お
け
る
鐘
の
作
成
に
関
す
る
資
料
が
興
味
深
い
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
も
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
78
）
李
遇
孫
（
撰
）、
王
尚
忠
・
王
尚
賡
（
參
）、
鄒
柏
森
（
校
補
）『
栝
蒼
金
石
志
』
巻
五
（『
石
刻
史
料
新
編
』
所
収
影
印
本
）。

（
79
）
道
士
の
紫
衣
と
賜
号
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
唐
氏
前
掲
書
・
中
篇
第
四
章
「
紫
衣
師
号
制
度
」
と
汪
氏
前
掲
書
・
第
十
四
章
「
栄
誉
与

地
位
的
引
導

―
関
於
紫
衣
師
号
的
頒
給
的
研
究
」
を
参
照
。

（
80
）『
景
定
建
康
志
』
巻
四
十
五
。

（
81
）『
仙
都
志
』（『
道
蔵
』
第
十
一
巻
所
収
）
に
は
、
仙
都
山
に
関
す
る
資
料
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
82
）
曹
勛
「
重
修
桐
柏
崇
道
観
記
」（『
松
隠
文
集
』
巻
三
十
一
。『
四
庫
全
書
』
本
）

（
83
）
李
石
「
妙
静
香
項
先
生
墓
誌
銘
」（『
栝
蒼
金
石
志
補
遺
』
巻
二
。『
石
刻
史
料
新
編
（
第
二
輯
）』
所
収
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
七

九
年
）。

（
84
）
劉
昫
等
（
撰
）『
旧
唐
書
』（
中
華
書
局
点
校
本
、
一
九
七
五
年
）。
唐
代
に
お
け
る
五
岳
真
君
の
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
雷
聞
『
郊
廟
之
外

―
隋
唐
国
家
祭
祀
与
宗
教
』（
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
の
第
二
章
第
二
節
（
四
）「
五
岳
真
君
祀
与
唐
代
国
家
祭
祀
」
を
参
照
。

（
85
）『
道
蔵
』
第
十
巻
所
収
。
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（
86
）『
道
蔵
』
第
十
一
巻
所
収
。
ま
た
、「
佐
命
山
三
上
司
山
」
に
つ
い
て
は
、
横
手
裕
「
佐
命
山
三
上
司
山
考
」（『
東
方
宗
教
』
第
九
十
四
号
、

一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
87
）
宋
代
の
華
蓋
山
に
お
け
る
道
教
や
地
方
信
仰
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ハ
イ
ム
ズ
氏
の
著
書
を
参
照
。H

ym
es, Robert, 
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California Press, 2002.

『
華
蓋
山
浮
丘
王
郭
三
真
君
事
実
』
は
『
道
蔵
』
第
十
八
巻
所
収
。

【
叢
書
一
覧
】

『
石
刻
史
料
新
編
』（
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
八
二
年
）

『
宋
元
方
志
叢
刊
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）

『
中
国
方
志
叢
書
』（
成
文
出
版
社
、
一
九
六
八
～
一
九
八
九
年
）

『
四
部
叢
刊
（
初
編
）』（
上
海
書
店
、
一
九
八
九
年
）

『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
三
～
一
九
八
六
年
）

『
道
蔵
』（
文
物
出
版
社
・
上
海
書
店
・
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）


